
Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

１．対象者自身のこと 

問１ あなたの性別と年齢をおうかがいします。（○は１つずつ） 

① 性別 

図表 3-1-1 性別【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年齢 

・65歳以上が 37.5％となっています。 

図表 3-1-2 年齢【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

45.5

44.6

53.0

54.7

1.1

0.4

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

男 女 答えたくない 無回答

9.1 

13.6 

13.5 

15.8 

10.6 

11.9 

6.1 

6.4 

13.1 

0.1 

8.8

12.2

14.0

17.5

8.9

12.7

7.1

6.2

12.2

0.4

0% 5% 10% 15% 20%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上

無回答 R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問２ あなたのお住まいの地区はどちらですか。（○は１つ） 

・平成 30 年度調査と比べると、三中地区と四中地区が 5 ポイント以上高くなり、新治中地

区が 6.7ポイント低くなっています。 

図表 3-2 居住地区【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたの職業は次のどれに該当しますか。（○は１つ） 

・「会社員」が 31.1％で最も高く、次いで「無職」が 22.0％、「パート・アルバイト」が 14.0％

となっています。 

図表 3-3 職業【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

13.8 

9.9 

17.8 

18.4 

12.2 

12.2 

8.6 

5.9 

1.4 

12.5

11.5

12.5

13.0

12.6

11.9

12.5

12.6

0.8

0% 5% 10% 15% 20%

一中地区

二中地区

三中地区

四中地区

五中地区

六中地区

都和中地区

新治中地区

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

31.1 

8.7 

6.3 

14.0 

13.2 

2.0 

22.0 

2.4 

0.4 

31.0

6.7

5.3

20.9

1.3

22.7

11.3

0.8

0% 10% 20% 30% 40%

会社員

自営業・自由業

公務員

パート・アルバイト

主夫・主婦（家事手伝い含む）

学生

無職

その他

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

※R5年度より、農林水産業は「自営業・自由業」の 

カテゴリに分類し、新たに「パート・アルバイト」 

のカテゴリを追加。 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問４ あなたの住む家の家族構成は次のどちらに該当しますか。（○は１つ） 

・「二世代同居（親と子）」が 47.4％で最も高く、次いで「夫婦のみ」が 28.3％となってい

ます。 

・年齢別にみると、「一人暮らし」の割合は、40歳代が最も低く、75～79歳の 21.9％が最も

高くなっています。 

図表 3-4-1 家族構成【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-4-2 家族構成【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.3

10.1

28.3

23.6

0.3

0.8

47.4

49.3

7.2

12.5

2.5

2.5

1.0

1.2

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

一人暮らし 夫婦のみ あなたと

兄弟姉妹

二世代同居

（親と子）

三世代同居

（親と子と孫）

その他 無回答

14.3

10.3

5.2

12.0

15.1

15.1

9.8

21.9

19.8

7.7

21.3

16.3

20.3

32.1

39.5

47.5

45.3

42.0

11.0

0.7

1.6

54.9

59.6

72.6

58.9

45.3

37.0

32.8

21.9

20.6

12.1

5.1

3.7

7.6

4.7

5.9

4.9

4.7

14.5

7.7

2.2

2.2

0.0

28.0

1.7

1.6

3.1

3.1

2.2

0.7

0.0

1.3

0.0

0.8

3.3

1.7

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60～64歳 n=106

65～69歳 n=119

70～74歳 n=61

75～79歳 n=64

80歳以上 n=131

一人暮らし 夫婦のみ あなたと

兄弟姉妹

二世代同居

（親と子）

三世代同居

（親と子と孫）

その他 無回答

21



Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

２．健康状態について 

問５ 体格指数（ＢＭＩ）は下記の式で求めることができます。あなたの体格指数（Ｂ

ＭＩ）は次の判定のうちどちらに該当しますか。（○は１つ） 

  体格指数（ＢＭＩ）＝（現在の体重 ㎏）÷（身長 ｍ）÷（身長 ｍ） 

・体格指数（ＢＭＩ）は、「やせ」が 9.0％、「肥満」が 23.0％となっています。 

・男性の年齢７区分別にみると、「肥満」の割合は 60 歳代が 36.0％で最も高く、次いで 50

歳代と 40歳代が 33.3％となっています。 

・20歳代男性の「肥満」の割合が、平成 30年度調査と比べると、12.1ポイント高くなって

います。 

・女性の年齢７区分別にみると、「やせ」の割合は 20 歳代が 22.2％で最も高く、次いで 70

歳代、30歳代となっています。 

図表 3-5-1 ＢＭＩ【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-5-2 ＢＭＩ【男性・年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-5-3 ＢＭＩ【男性・75歳以上】 

 

 

 

 

 

 

9.0

11.0

64.9

64.9

23.0

22.2

3.2

1.8

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

やせ

（ＢＭＩ18.5未満）

普通体重

（ＢＭＩ18.5～25未満）

肥満

（ＢＭＩ25以上）

無回答

11.8

1.9

1.9

3.0

3.6

1.7

2.9

58.8

70.4

64.8

63.6

60.4

70.0

79.7

29.4

27.8

33.3

33.3

36.0

28.3

17.4

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=34

30歳代 n=54

40歳代 n=54

50歳代 n=66

60歳代 n=111

70歳代 n=60

80歳以上 n=69

やせ

（ＢＭＩ18.5未満）

普通体重

（ＢＭＩ18.5～25未満）

肥満

（ＢＭＩ25以上）

3.1

76.3 20.6

0% 25% 50% 75% 100%

75歳以上 n=97

やせ

（ＢＭＩ18.5未満）

普通体重

（ＢＭＩ18.5～25未満）

肥満

（ＢＭＩ25以上）
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

図表 3-5-4 ＢＭＩ【女性・年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-5-5 ＢＭＩ【女性・75歳以上】 

 

 

 

 

 

 

図表 3-5-6 ＢＭＩ【男性・年齢３区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 3-5-7 ＢＭＩ【女性・年齢３区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.2

15.4

11.8

10.3

12.8

16.1

14.3

70.4

69.2

64.5

72.4

65.1

60.7

71.4

18.3

15.4

23.7

17.2

22.0

23.2

14.3

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=54

30歳代 n=78

40歳代 n=76

50歳代 n=87

60歳代 n=109

70歳代 n=56

80歳以上 n=49

やせ

（ＢＭＩ18.5未満）

普通体重

（ＢＭＩ18.5～25未満）

肥満

（ＢＭＩ25以上）

11.8

1.9

2.8

58.8

70.4

66.9

29.4

27.8

30.3

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=34

30歳代 n=54

40歳以上 n=360

やせ

（ＢＭＩ18.5未満）

普通体重

（ＢＭＩ18.5～25未満）

肥満

（ＢＭＩ25以上）

22.2

15.4

12.7

70.4

69.2

66.8

7.4

15.4

20.4

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=54

30歳代 n=78

40歳以上 n=377

やせ

（ＢＭＩ18.5未満）

普通体重

（ＢＭＩ18.5～25未満）

肥満

（ＢＭＩ25以上）

18.5 65.4 16.0

0% 25% 50% 75% 100%

75歳以上 n=81

やせ

（ＢＭＩ18.5未満）

普通体重

（ＢＭＩ18.5～25未満）

肥満

（ＢＭＩ25以上）
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

◆図表 3-5-8 肥満（ＢＭＩ25以上）の人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

20歳代 
男性 17.3％ 14％以下 29.4％ + 12.1ポイ

ント × 

女性 10.4％ 10％以下 7.4％ - 3.0ポイ

ント ◎ 

30歳代 
男性 31.2％ 17％以下 27.8％ - 3.4ポイ

ント △ 

女性 16.1％ 11％以下 15.4％ - 0.7ポイ

ント △ 

40歳以上 
男性 27.8％ 20％以下 30.3％ +2.5ポイ

ント △ 

女性 19.2％ 17％以下 20.4％ +1.2ポイ

ント △ 

◆図表 3-5-9 やせ（ＢＭＩ18.5未満）の人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

20歳代 女性 29.9％ 17％以下 22.2％ -7.7ポイ

ント 〇 

30歳代 女性 18.4％ 17％以下 15.4％ - 3.0ポイ

ント ◎ 

75歳以上 
男性 10.6％ 10％以下 3.1％ -7.5㌽ ◎ 

女性 16.0％ 15％以下 18.5％ +2.5㌽ △ 

 

図表 3-5-10 ＢＭＩ【男性・年齢２区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-5-11 ＢＭＩ【女性・年齢３区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.8

2.3

63.3

75.2

32.9

22.5

0% 25% 50% 75% 100%

20～60歳代 n=319

70歳以上 n=129

やせ

（ＢＭＩ18.5未満）

普通体重

（ＢＭＩ18.5～25未満）

肥満

（ＢＭＩ25以上）

18.2

11.8

15.2

69.7

67.3

65.1

12.1

21.0

19.0

0% 25% 50% 75% 100%

20～30歳代 n=132

40～60歳代 n=272

70歳以上 n=105

やせ

（ＢＭＩ18.5未満）

普通体重

（ＢＭＩ18.5～25未満）

肥満

（ＢＭＩ25以上）

無回答

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

≪参考・国 健康日本２１（第三次）≫ 

◇20～60 歳代男性の肥満者の割合 

：2018 年度 35.1％ ⇒2032 年度 目標値 30％未満 

（30 歳代男性の肥満者の割合：201８年度 33％） 

◇40～60 歳代女性の肥満者の割合 

：2018 年度 22.5％ ⇒2032 年度 目標値 15％未満 

◇20 歳～30 歳代若年女性の（BMI18.5）やせの者の割合 

：2018 年度 18.1％ ⇒2032 年度 目標値 15％ 

◇低栄養傾向（BMI20 以下）の高齢者の割合の増加の抑制 

：2018 年度 16.8％ ⇒2032 年度 目標値 13％ 

データソース：平成 28年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇40～74 歳男性の肥満者の割合 目標値 現況の 10％減 

：2016 年度 基準値 35.7％ 2021 年度 現況値 39.5％ 

◇40～74 歳女性の肥満者の割合 目標値 現況の 10％減 

：2016 年度 基準値 21.7％ 2021 年度 現況値 23.7% 

◇20 歳代女性のやせの者の割合 

：2016 年度 基準値 22.2％ ⇒目標値 現況の 10％減 

◇低栄養傾向（ＢＭＩ20 以下）の高齢者（65～74 歳）の割合 

：2021 年度 16.4％ ⇒2023 年度 増加を抑制する 

データソース：県立健康プラザ 

≪参考・県 茨城県食育推進計画（第三次）≫ 

◇40～74 歳男性の肥満者の割合 

：2016 年度 35.7％ ⇒2020 年度 目標値 30.4％ 

◇40～74 歳女性の肥満者の割合 

：2016 年度 21.7％ ⇒2020 年度 目標値 19.8％ 

◇20 歳代女性のやせの者の割合 

：2016 年度 22.2％ ⇒2020 年度 目標値 19.2％ 

◇低栄養傾向（ＢＭＩ20 以下）の高齢者（65～74 歳）の割合 

：2016 年度 16.2％ ⇒2020 年度 増加を抑制 

データソース：県立健康プラザ 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問６ あなたの現在の健康状態はいかがですか。（○は１つ） 

・健康状態は、「とてもよい」と「よい」を合わせると、34.8％となっています。 

・一方、「あまりよくない」と「よくない」を合わせると、15.6％となっています。 

・ＢＭＩ別にみると、「あまりよくない」と「よくない」を合わせると、「普通体重」が 12.6％

であるのに対し、「やせ」では 21.2％、「肥満」では 20.9％となっています。 

図表 3-6-1 健康状態【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-6-2 健康状態【ＢＭＩ別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.8

6.2

27.0

23.5

48.4

52.9

12.1

13.8

3.5

3.1

1.2

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

とてもよい よい ふつう あまりよくない よくない 無回答

6.7

8.6

6.5

27.8

28.9

23.0

43.3

48.2

49.6

15.6

10.3

15.7

5.6

2.3

5.2

1.1

1.7

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

やせ n=90

普通体重 n=650

肥満 n=230

とてもよい よい ふつう あまりよくない よくない 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

・健康状態を年齢別にみると、「とてもよい」と「よい」を合わせると、20歳代が 35.4％で

最も高く、次いで 30歳代が 30.1％となっており、60歳以上で 21％を下回っています。 

・一方、「あまりよくない」と「よくない」を合わせると、70歳以上で 23％を超え、80歳以

上が 47.7％で最も高く、次いで 40 歳代が 34.9％、70 歳～74 歳が 23.7％となっていま

す。 

図表 3-6-3 健康状態【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇自分は健康だと思っている（「健康である」「概ね健康だと思う」）人の割合 

：15 歳以上 2015 年度 75.5％ ⇒2023 年度 目標値 85％ 
 

データソース：平成 27年度「県民健康実態調査」ほか 

 

  

19.2

17.9

12.8

12.8

10.3

7.7

6.4

5.1

7.7

16.2

12.2

15.9

17.0

10.7

11.4

5.5

4.4

6.6

5.2

14.7

11.6

17.1

11.4

13.8

5.6

7.2

13.4

5.0

12.4

14.9

13.2

6.6

8.3

6.6

8.3

24.8

0.0

8.6

20.0

5.7

14.3

8.6

17.1

2.9

22.9

8.3

0.0

8.3

8.3

8.3

16.7

0.0

16.7

33.3

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60～64歳 n=106

65～69歳 n=119

70～74歳 n=61

75～79歳 n=64

80歳以上 n=131

とてもよい よい ふつう あまりよくない よくない 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問７ あなたは自分の健康に関心を持っていますか。（○は１つ） 

・自分の健康に「大いに関心がある」が 47.9％で、「少し関心がある」（44.4％）を合わせる

と 92.3％となっています。 

・年齢別にみると、「大いに関心がある」は 80 歳以上が最も高く、次いで 75～79 歳となっ

ています。 

・一方、「関心がない」は 20歳代が最も高く、次いで 30歳代となっています。 

図表 3-7-1 自分の健康に対する関心【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-7-2 自分の健康に対する関心【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.9 

45.9 

44.4 

45.2 

4.7 

4.6

0.2 

1.0 

2.8 

3.3 

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 ｎ=1,349

大いに

関心がある

少し関心

がある

ほとんど

関心がない

関心がない 無回答

31.9

37.5

36.3

51.3

53.8

55.5

52.5

57.8

58.8

54.9

51.5

54.8

42.4

43.4

42.9

44.3

34.4

29.0

11.0

9.6

3.7

4.4

1.9

0.8

3.3

5.3

0.7

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60～64歳 n=106

65～69歳 n=119

70～74歳 n=61

75～79歳 n=64

80歳以上 n=131

大いに

関心がある

少し関心

がある

ほとんど

関心がない

関心がない
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問８ 以下のうち、あなたが過去１年以内に受けた健診や検診はどれですか。 

（○はいくつでも） 

・過去１年に受けた健康診査は、「職場」が最も高くなっています。 

・がん検診は、「結核・肺がん検診」が最も高くなっています。 

・一方、平成 30年度調査と比べると 6.7ポイント減ったものの「受けていない」が 10.9％

となっています。 

・女性のがん検診受診率は「子宮頸がん検診」は 20.9ポイント増え 46.5％となっています。 

・今回の調査より、「骨粗鬆症検診」の項目を追加し、受診率は 15.6％となっております。 

図表 3-8-1 過去１年に受けた健診や検診（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-8-2 子宮がん検診・乳がん検診 受診率【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※男性受診者       

  土浦市 職場 ドック その他 計（延） 計（実） 

乳がん検診 0 3 11 3 17 17 

骨粗鬆症検診 4 2 12 4 22 20 

  

18.4 

36.7 

28.0 

37.0 

33.7 

33.2 

10.9 

2.1 

17.6

34.2

19.6

10.8

5.5

9.1

17.6

5.9

0% 10% 20% 30% 40%

健康診査 土浦市

健康診査 職場

健康診査 人間ドック

脳ドック、その他

結核・肺がん検診

胃がん検診

大腸がん検診

受けていない

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

46.5 

13.3 

15.6 

25.6

25.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子宮頸がん検診

乳がん検診

骨粗鬆症検診
R5年度 n=531

H30年度 n=738
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

◆図表 3-8-3 各種検診受診率の向上 

 
ベース値 
平成 30 年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和４年 
（2022） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

胃がん検診（40～69歳） 12.6％ 50％以上 7.1％ -5.5
ポイ

ント × 

肺がん検診（40～69歳） 6.1％ 50％以上 16.0％ +9.9
ポイ

ント 〇 

大腸がん検診（40～69歳） 10.3％ 50％以上 15.7％ +5.4
ポイ

ント 〇 

前立腺がん検診 

（40～69歳男性） 
10.3％ 50％以上 16.2％ +5.9

ポイ

ント 〇 

子宮頸がん検診 

（20～69歳女性） 
31.2％ 50％以上 21.3％ -9.9

ポイ

ント × 

乳がん検診 

（40～69歳女性） 
33.4％ 50％以上 27.9％ -5.5

ポイ

ント × 

特定健康診査 

（土浦市国保加入者） 
36.5％ 60％以上 33.5％ -3.0㌽ △ 

◆図表 3-8-4 過去１年に検診を受けていない人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 17.6％ 10％以下 10.9％ -6.7㌽ 〇 

 

≪参考・国 健康日本２１（第三次）≫ 

◇がん検診の受診率の向上 

・胃がん  ：男性 40～69 歳 2019 年度 48.0％ ⇒2028 年度 目標値 60％ 

     女性 40～69 歳 2019 年度 37.1％ ⇒2028 年度 目標値 60％ 

・肺がん  ：男性 40～69 歳 2019 年度 53.4％ ⇒2028 年度 目標値 60％ 

     女性 40～69 歳 2019 年度 45.6％ ⇒2028 年度 目標値 60％ 

・大腸がん ：男性 40～69 歳 2016 年度 47.8％ ⇒2028 年度 目標値 60％ 

     女性 40～69 歳 2016 年度 40.9％ ⇒2028 年度 目標値 60％ 

・子宮頸がん：女性 20～69 歳 2016 年度 43.7％ ⇒2028 年度 目標値 60％ 

・乳がん  ：女性 40～69 歳 2016 年度 47.4％ ⇒2028 年度 目標値 60％ 

       ・骨粗鬆症検診 ：女性 40、45、50、55、60、65、70 歳 2022 年度 5.3% 

                                  ⇒2032 年度 目標値 15% 

データソース：令和元年「国民生活基礎調査」（厚生労働省） 

                                日本骨粗鬆症財団報告【骨粗鬆症検診受診者数 

                                 (地域保健・健康増進事業報告)/骨粗鬆症検診 

                                 対象人口(国勢調査・人口等基本集計)×100(％) 

 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇がん検診の受診率の向上 

・胃がん  ：40～69 歳 2016 年度 42.4％ ⇒2022 年度 目標値 50％ 

・肺がん  ：40～69 歳 2016 年度 51.0％ ⇒2022 年度 目標値 50％ 

・大腸がん ：40～69 歳 2016 年度 42.2％ ⇒2022 年度 目標値 50％ 

・子宮頸がん：女性 20～69 歳 2016 年度 42.5％ ⇒2022 年度 目標値 50％ 

・乳がん  ：女性 40～69 歳 2016 年度 46.2％ ⇒2022 年度 目標値 50％ 

データソース：平成 28年「国民生活基礎調査」（厚生労働省） 

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問９ 問８で「受けていない」と回答された方、その理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

・健診や検診を「受けていない」理由は、「健(検)診の対象(年齢や性別)などの条件に該当しな

い」が 14.3％で最も高く、次いで「受けそびれた」が 12.5％、「検診に費用がかかるから」が

11.5％となっています。 

図表 3-9 健診や検診を受けていない理由（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「健(検)診会場に行けない」は、H30年度は「交通手段がないから」 

※「何か発見されるのが怖い」は、H30年度は「検診の結果を知るのが怖いから」 

※R5年度の母数は、男性：健康診査・肺がん・胃がん・大腸がん、女性：健康診査・肺がん・胃がん・大腸がん・ 

子宮がん・乳がん・骨粗鬆症のうち、いずれかひとつでも「受診していない」を選択した件数。 

 

 

 

 

 

 

9.5 

9.0 

3.5 

11.5 

2.2 

3.1 

7.3 

4.2 

5.9 

12.5 

5.6 

4.6 

14.3 

11.7 

31.0 

7.2

14.3

3.4

16.9

2.5

5.9

10.1

1.7

0% 10% 20% 30% 40%

健(検)診に関心がないから

検診の日時があわないから

健(検)診会場に行けない※

検診に費用がかかるから

健康上の理由で出歩くのが困難だから

検査方法がわからずに不安

申込先がわからない

検診の結果を知るのが怖いから※

検査内容や方法に抵抗がある

受けそびれた

痛い、辛い思いをしたくない

感染症対策のため受けるのを控えた

健(検)診の対象(年齢や性別)などの条件に該当

しない

その他

無回答

R5年度 n=477

H30年度 n=237
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 10 健康状態について、あなたは医師や健診結果などから何か指摘されていることが

ありますか。（○は１つ 「ある」と答えた方は、具体的な内容をお答え下さい。） 

・指摘されていることが「ある」割合は 46.8％となっています。 

・ＢＭＩ別にみると、「ある」割合は「肥満」が 59.1％で、「やせ」「普通体重」より 15 ポ

イント以上高くなっています。 

・年齢別にみると、「ある」割合は 70～74 歳が 70.5％で最も高く、次いで 65～69 歳が

61.3％、60～64歳が 54.7％となっています。 

図表 3-10-1 医師や健診結果からの指摘事項【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-10-2 医師や健診結果からの指摘事項【ＢＭＩ別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-10-3 医師や健診結果からの指摘事項【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.8

44.7

50.4

48.0

2.8

7.3

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

ある ない 無回答

11.0

36.8

40.0

51.3

54.7

61.3

70.5

50.0

51.9

89.0

63.2

57.8

46.2

42.5

35.3

27.9

40.6

43.5

0.0

0.0

2.2

2.5

2.8

3.4

1.6

9.4

4.6

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60～64歳 n=106

65～69歳 n=119

70～74歳 n=61

75～79歳 n=64

80歳以上 n=131

ある ない 無回答

38.9

43.8

59.1

56.7

54.2

40.0

4.4

2.0

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

やせ n=90

普通体重 n=650

肥満 n=230

ある ない 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

・具体的な指摘事項は、「高血圧」が最も多く、次いで「糖尿病・高血糖等」「肥満」となっ

ています。 

図表 3-10-4 医師や健診結果からの指摘事項（複数回答）上位 16 項目        単位：件 

高血圧 
糖尿病・ 
高血糖等 

肥満 
コレステ
ロール値 

高脂血症 貧血 筋骨格系 
がん（疑
い含む） 

76 48 40 37 14 12 12 11 

脂質異常 中性脂肪 運動 尿酸値 肝機能 腎機能 不整脈 大腸 

11 10 10 9 7 7 7 7 

 

 

問 11 問 10で「ある」と答えた方、指摘された後、具体的にどうしていますか。 

（○はいくつでも） 

・指摘された後にしていることは、「食事に注意するようにした」が 46.7％で最も高く、次

いで「病院へ行った」が 35.2％、「以前から、心がけていることを続けてる」が 22.4％と

なっています。 

・一方、「何もしていない」が 11.3％となっています。 

図表 3-11 指摘された後にしていること（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.7 

20.3 

10.4 

7.0 

35.2 

6.0 

7.5 

22.4 

7.0 

11.3 

0.4 

51.6

22.1

5.6

9.3

39.1

6.5

9.5

-

6.6

12.8

3.6

0% 20% 40% 60%

食事に注意するようにした

運動を始めた

規則正しい生活リズムに改善した

間食・夜食をやめた

病院へ行った

たばこをやめた（減らした）

お酒をやめた（減らした）

以前から、心がけている（気をつけている）

ことを続けている

その他

何もしていない

無回答

R5年度 n=469

H30年度 n=603
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 12 次の中であなたのかかりつけはいますか。（○はいくつでも） 

・「かかりつけ医」が 64.3％、「かかりつけ歯科医」が 51.3％となっています。 

・一方、かかりつけが「いない」が 22.4％となっています。 

図表 3-12-1 かかりつけ医等（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆図表 3-12-2 かかりつけ医等を持つ人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

かかりつけ医を 

持つ人の割合 
62.9％ 70％以上 64.3％ +1.4ポイ

ント △ 

かかりつけ歯科医 

を持つ人の割合 
49.4％ 70％以上 51.3％ +1.9ポイ

ント △ 

かかりつけ薬剤師 

を持つ人の割合 
14.2％ 30％以上 17.0％ +2.8ポイ

ント △ 

 

 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇かかりつけ医を決めている人の割合 

：2016 年 74.7％ ⇒2023 年 目標値 85％ 

◇かかりつけ歯科医がある人の割合 

：2016 年 74.2％ ⇒2023 年 目標値 85％ 

◇かかりつけ薬局を決めている人の割合 

：2016 年 54.8％ ⇒2023 年 目標値 85％ 

データソース：県政世論調査 

  

64.3 

51.3 

17.0 

22.4 

1.0 

62.9

49.4

14.2

21.1

4.0

0% 20% 40% 60% 80%

かかりつけ医

かかりつけ歯科医

かかりつけ薬剤師

いない

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

３．健康の話題への関心等について 

問 13 次の中であなたが知っているものはどれですか。（○はいくつでも） 

・健康に関する認知度は、「メタボリックシンドローム」が 82.8％で最も高く、次いで「食

品ロス」が 76.2％、「ＢＭＩ」が 73.8％、「休肝日」が 72.3％となっています。 

・平成 30年度調査と比べると、「フレイル・サルコペニア」「健康寿命」は 20ポイント以上

高くなっています。あらたに追加した「食品ロス」は 76.2％「ブレスト・アウェアネス」

は 2.5％となっています。 

図表 3-13-1 健康に関して知っているもの（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「フレイル・サルコペニア」および「8020運動・6424 運動」    

 ：アンケートでは選択肢が分かれており、集計は実人数で計上。 

             ※平成 30年度選択肢は「土浦市版食事バランスガイド」 

 

◆図表 3-13-2 「土浦市版食事バランスガイド」を認知している人の割合  

※令和 5 年度は「食事バランスガイド」認知度 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 3.2％ 30％以上 (26.2％) (+23.0ポイ

ント) (〇) 

 

 

 

 

 

数
値
目
標 

26.2 

35.3 

61.9 

76.2 

3.0 

1.6 

19.1

31.7

49.4

4.2

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事バランスガイド※

１日の食塩摂取の目標量

（男性7.5ｇ未満、女性6.5ｇ未

満）

地産地消

食品ロス

どれも知らない

無回答

R5年度

n=1,002

H30年度

n=1,349

73.8 

82.8 

20.5 

24.0 

63.7 

72.3 

2.5 

36.7 

70.1 

55.4

84.2

20.1

6.2

41.3

62.8

26.2

63.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＢＭＩ

メタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群）

ロコモティブシンドローム

（運動器症候群）

フレイル・サルコペニア※

健康寿命

休肝日

ブレスト・アウェアネス

８０２０運動・６４２４運動※

受動喫煙
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 14 健康づくりを推進するボランティアを知っていますか。（○はいくつでも） 

・健康づくり推進ボランティアの認知度は、「食生活改善推進員」が 25.8％「認知症サポー

ター」が 22.3％となっています。「シルバーリハビリ体操指導士」が 16.5％、「運動普及

推進員」が 14.9％となっています。 

・「統合型地域スポーツクラブ(市内２カ所)」が 11.1％となっております。 

・平成 30年度調査と比べると、「認知症サポーター」が５ポイント以上高くなっています。 

図表 3-14-1 健康づくり推進ボランティアの認知度（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-14-2「食生活改善推進員」を知っている人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 24.6％ 50％以上 25.8％ +1.2㌽ △ 

 

 

≪参考・国 第３次食育推進基本計画≫ 

◇食育の推進に関わるボランティア団体等において活動している国民の数 

：2014 年度 33.4 万人 ⇒2020 年度 目標値 37 万人以上 

データソース：内閣府食育推進室調べ 
 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇食生活改善推進員数 

：2016 年度 4,517 人 ⇒2023 年度 目標値 5,000 人 

データソース：茨城県健康長寿福祉課 

≪参考・県 茨城県食育推進計画（第三次）≫ 

◇食生活改善推進員数 

：2014 年度 4,741 人 ⇒2020 年度 目標値 5,000 人 

25.8 

14.9 

2.2 

16.5 

22.3 

11.1 

0.5 

51.0 

4.1 

24.6

14.0

3.3

17.2

16.5

0.4

52.8

8.4

0% 20% 40% 60%

食生活改善推進員

運動普及推進員

ダイエットリーダー

シルバーリハビリ体操指導士

認知症サポーター

統合型地域スポーツクラブ

その他

どれも知らない

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 
データソース：茨城県食生活改善推進員協議会 

問 15 「食育」という言葉やその意味を知っていますか。（○は１つ） 

「食育」という「言葉も意味も知っている」割合は 56.1％で、「聞いたことはあるが、意味

は知らない」34％を合わせると 90.1％となっています。 

図表 3-15 「食育」の認知度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 あなたは「食育」に関心がありますか。（○は１つ） 

・「食育」に「関心がある」割合は 25.3％で、「どちらかといえば関心がある」47.0％を合わ

せると 72.3％となっています。 

・平成 30年度調査と比べると、「関心がある」割合は 1.9ポイント増加しています。 

図表 3-16-1 「食育」への関心【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-16-2 食育に関心のある（「関心がある」「どちらかといえば関心がある」）

人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 74.1％ 90％以上 72.3％ - 1.8ポイ

ント △ 

 

 

≪参考・国 第３次食育推進基本計画≫ 

◇食育に関心を持っている国民の割合（「関心がある」「どちらかといえば関心があ

る」）：2017 年度 78.4％ ⇒2020 年度 目標値 90％以上 

データソース：平成 29年度「食育に関する意識調査」（農林水産省） 

  

56.1

45.2

34.0

39.3

7.2

9.8

2.7

5.7

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

言葉も意味も

知っている

聞いたことはあるが、

意味は知らない

言葉も意味も

知らない

無回答

25.3

23.4

47.0

50.7

22.1

19.5

5.6

6.4

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

関心がある どちらかといえば

関心がある

関心がない 無回答

数
値
目
標 

72.3％ 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 17 あなたは「地元名産の食べ物」や「地元の料理」と聞いたとき、何を思い浮かべ

ますか。（具体的に記入してください。） 

・地元名産の食べ物や地元の料理で思い浮かべるものは、「れんこん」が最も多く、次いで

「れんこん料理・お菓子」「メロン」「納豆」となっています。 

図表 3-17-1 思い浮かべる地元名産・料理（複数回答）上位 16項目         単位：件 

れんこん れんこん料
理・お菓子 

メロン 納豆 梨 ｶﾚｰ(ﾂｪｯﾍﾟ
ﾘﾝｶﾚｰ) 

わかさぎ さつまいも
などの芋 

651 99 86 84 83 81 79 69 

栗 
佃煮 

甘露煮 

しらうおなど

の小魚、その

他魚介類 
うなぎ 米 干し芋 

あんこう・
あんこう鍋 そば 

53 45 42 39 37 36 23 22 

 

◆図表 3-17-2 地元名産の食べ物や地元の料理を思い浮かべられる人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 78.1％ 80％以上 84.1％ +6.0 ◎ 

 

 

 

問 18 あなたは農林漁業体験をしたことがありますか。（○は１つ） 

・農林漁業体験について、「今も取り組んでいる」が 25.0％で、「かつて体験したことがあ

る」45.9％を合わせると 70.9％となっています。 

図表 3-18-1 農林漁業体験【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-18-2 農林漁業体験をしたことがある（「今も取り組んでいる」又は「か

つて体験したことがある」）人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 25.5％ 70％以上 70.9％ + 45.4ポイ

ント ◎ 

 

 

25.0

7.8

45.9

17.7

27.5

70.1

1.6

4.4

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

今も取り組んでいる かつて体験したことがある まったくない 無回答

70.9％ 

数
値
目
標 

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

≪参考・国 第３次食育推進基本計画≫ 

◇農林漁業体験を経験した国民（世帯）の割合 

：2017 年度 36.3％ ⇒2020 年度 目標値 40％以上 
 

データソース：平成 29年度「食生活及び農林漁業体験に関する調査」（農林水産省） 

 

 

問 19 あなたは継続的に「メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）」を意識した

取り組みをしていますか。（○はいくつでも） 

・「メタボリックシンドローム」を意識した取り組みは、「食生活に気をつけている」が 54.0％

で最も高く、次いで「運動を行っている」が 37.0％となっています。 

・一方、「特に何も行っていない」が 29.8％となっています。 

・ＢＭＩ別にみると、すべて「食生活に気をつけている」が最も高くなっています。 

図表 3-19-1 メタボリックシンドロームを意識した取り組み（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-19-2 メタボリックシンドロームを意識した取り組み（複数回答）【ＢＭＩ別】 

 
ｎ

（人） 

食生活に気を

つけている 

運動を 

行っている 

食生活と運動

以外で医師の

指示に従って

いる 

特に何も 

行っていない 
無回答 

やせ 90 47.8 24.4 1.1 40.0 4.4 

標準体重 650 56.9 38.0 5.8 28.0 0.9 

肥満 230 50.4 41.3 11.3 30.0 0.9 

注：クロス集計表においては、それぞれの項目を横に見て、最も割合が高い選択肢を太字にしています 

（以下同様）。 

 

◆図表 3-19-3 メタボリックシンドロームの予防や改善のための適切な食事、運動

等を継続的に実践している（「食生活に気をつけている」「運動を行っている」

「食生活と運動以外で医師の指示に従っている」のいずれか）人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 65.1％ 80％以上 64.6％ -0.5ポイ

ント △ 

 

54.0 

37.0 

6.9 

29.8 

1.5 

52.3

31.4

6.0

31.1

3.8

0% 20% 40% 60%

食生活に気をつけている

運動を行っている

食生活と運動以外で

医師の指示に従っている

特に何も行っていない

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

≪参考・国 第３次食育推進基本計画≫ 

◇生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持や減塩等に気をつけ

た食生活を実践する国民の割合（「いつも気をつけて実践している」「気をつけて

実践している」）：2017 年度 68.2％ ⇒2020 年度 目標値 75％以上 

データソース：平成 29年度「食育に関する意識調査」（農林水産省） 

 

 

問 20 あなたは市からの健康についての情報を何から得ていますか。（○はいくつでも） 

・市からの健康についての情報を得るものは、「健康診査・各種がん検診のご案内」が 62.2％

で最も高く、次いで「広報つちうら」が 54.9％、「回覧板」が 28.4％となっています。 

図表 3-20 市からの健康についての情報源（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H30年度調査の選択肢は「市メールマガジン」 

 

 

  

62.2 

7.5 

3.0 

9.6 

13.3 

54.9 

28.4 

23.3 

19.5 

3.3 

2.3 

2.6 

28.7

15.2

3.0

19.8

7.8

63.2

35.6

5.3

0.6

0.6

5.3

9.1

0% 20% 40% 60% 80%

健康診査・各種がん検診のご案内

新聞

ラジオ

テレビ

ポスター・ちらし

広報つちうら

回覧板

市ホームページ

市公式SNS(メールマガジン等)※

市役所等待合のテレビモニター

その他

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

４．食生活について 

問 21 現在の、あなたご自身の食生活をどのように思いますか。（○は１つ） 

・食生活について「大変よい」と「よい」を合わせると 21.5％となっています。 

 一方、「少し問題がある」「問題がある」を合わせると 22.6％となっています。 

  図表 3-21 自身の食生活について【全体】 

 

 

 

 

 

問 22 １週間のうちで朝食を食べる日は何日ありますか（外食を含む）。（○は１つ） 

・朝食を「ほぼ毎日」食べる割合は 75.9％となっています。 

・一方、週に「２～３日」と「あまり食べない」を合わせると 14.9％となっています。 

・年齢別にみると、「ほぼ毎日」食べる割合は若い年代ほど低く、20歳代男性では 29.4％と

なっています。 

図表 3-22-1 朝食を食べる頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

    ※H30年度調査の選択肢は「ほぼ毎日（6～7日）」「4～5日」（以降同様）。 

図表 3-22-2 朝食を食べる頻度【男性・年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.9

80.1

8.4

6.0

5.1

4.5

9.8

8.2

0.8

1.2

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

毎日※ ４～６日※ ２～３日 あまり食べない 無回答

29.4

59.3

58.2

77.6

75.7

98.4

97.3

23.5

9.3

9.1

11.9

11.0

14.7

7.4

9.1

3.0

3.6

1.6

32.4

24.1

23.6

7.5

9.9

0.0

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=34

30歳代 n=54

40歳代 n=55

50歳代 n=67

60歳代 n=111

70歳代 n=62

80歳以上 n=73

毎日※ ４～６日※ ２～３日 あまり食べない

（０～１日）

無回答

5.0

16.5 54.7 12.6 10.4 0.9

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

大変よい よい ふつう 少し問題がある 問題がある 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

・朝食を「ほぼ毎日」食べる割合を女性の年齢別にみると、若い年代ほど低く、20歳代では

46.3％となっています。 

図表 3-22-3 朝食を食べる頻度【女性・年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-22-4 朝食欠食者（「あまり食べない」）の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

20歳

代 

男性 13.5％ 10％以下 32.4％ +18.9ポイ

ント × 

女性 13.4％ 10％以下 11.1％ -2.3ポイ

ント △ 

30歳

代 

男性 14.3％ 10％以下 24.1％ +9.8ポイ

ント × 

女性 6.9％ ５％以下 13.8％ +6.9ポイ

ント × 
 
 

≪参考・国 第３次食育推進基本計画≫ 

◇朝食を欠食する若い年代の割合（「週に２～３日食べる」「ほとんど食べない」と

回答した 20 歳代・30 歳代の男女） 

 ：2017 年度 23.5％ ⇒2020 年度 目標値 15％以下 
 

データソース：平成 29年度「食育に関する意識調査」（農林水産省） 

 

  

46.3

66.3

64.9

80.9

88.5

95.2

89.3

31.5

7.5

16.9

5.6

0.9

1.6

1.8

11.1

12.5

6.5

3.4

3.5

0.0

3.6

11.1

13.8

11.7

10.1

5.3

0.0

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

3.2

3.6

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=54

30歳代 n=80

40歳代 n=77

50歳代 n=89

60歳代 n=113

70歳代 n=62

80歳以上 n=56

毎日※ ４～６日※ ２～３日 あまり食べない

（０～１日）

無回答

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 23 問 22で「２～３日」「あまり食べない」と回答した方、朝食を毎日食べない理由

は何ですか。（○はいくつでも） 

・朝食を毎日食べない理由は、平成 30根度調査同様「習慣になっている」が 51.7％で最も

高く、次いで「食べる時間がない」が 30.9％、「朝昼兼用で食べる」が 28.2％となってい

ます。 

図表 3-23-1 朝食を毎日食べない理由（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・朝食を毎日食べない理由を年齢別にみると、「食べる時間がない」が最も高くなっていま

す。 

図表 3-23-2 朝食を毎日食べない理由（複数回答）【年齢５区分別】         単位：％ 

 
ｎ

（人） 

食
べ
る
時
間

が
な
い 

作
る
時
間
が

な
い 

食
欲
が
な
い 

習
慣
に
な
っ

て
い
る 

ダ
イ
エ
ッ
ト

を
し
て
い
る 

朝
昼
兼
用
で

食
べ
る 

用
意
す
る
の

が
面
倒 

家
族
が
作
っ

て
く
れ
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

20歳代 28 39.3 5.4 3.4 7.4 2.0 7.4 7.4 0.7 2.0 0.7 

30歳代 39 33.3 6.2 6.8 12.3 2.1 6.2 5.5 0.0 2.7 0.0 

40歳代 32 31.3 2.7 6.2 12.3 4.8 4.8 5.5 0.7 2.1 0.0 

50歳代 20 25.0 1.4 5.5 8.9 2.1 4.1 0.7 0.0 0.7 0.0 

60歳以上 30 23.5 1.3 4.7 11.4 0.7 6.0 2.0 0.0 2.0 1.3 

 

 

  

30.9 

16.8 

26.2 

51.7 

11.4 

28.2 

20.8 

1.3 

9.4 

2.0 

31.4

8.1

25.6

49.4

5.2

30.8

9.9

1.2

2.9

1.7

0% 20% 40% 60%

食べる時間がない

作る時間がない

食欲がない

習慣になっている

ダイエットをしている

朝昼兼用で食べる

用意するのが面倒

家族が作ってくれない

その他

無回答

R5年度 n=149

H30年度 n=172
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 24 １週間のうちで主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を何日とっていますか。 

（○は１つ） 

・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事をとる頻度は、朝食では「ほぼ毎日」が 41.8％と

なっている一方、「あまり食べない」が 32.0％となっています。 

・昼食では「ほぼ毎日」が 43.0％となっている一方、週に「２～３日」と「あまり食べない」

を合わせると 36.7％となっています。 

・夕食では「ほぼ毎日」が 61.5％となっている一方、週に「２～３日」と「あまり食べない」

を合わせると 19.3％となっています。 

図表 3-24-1 主食・主菜・副菜を組み合わせた朝食の頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-24-2 主食・主菜・副菜を組み合わせた昼食の頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-24-3 主食・主菜・副菜を組み合わせた夕食の頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-24-4 栄養バランス等に配慮した食事をとっている（主食・主菜・副菜を

組み合わせた食事を「ほぼ毎日」とっている）人の割合 

成人 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

朝食 44.6％ 60％以上 41.8％ -2.8ポイ

ント △ 

昼食 42.1％ 60％以上 43.0％ +0.9ポイ

ント △ 

夕食 65.6％ 80％以上 61.5％ -4.1ポイ

ント △ 

 

  

41.8

44.6

10.6

9.9

13.7

12.0

32.0

29.7

1.9

3.9

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

毎日※ ４～６日※ ２～３日 あまり食べない

（０～１日）

無回答

43.0

42.1

18.2

19.6

19.6

18.2

17.1

14.8

2.2

5.4

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

毎日※ ４～６日※ ２～３日 あまり食べない

（０～１日）

無回答

61.5

65.6

17.5

14.4

12.6

9.2

6.7

6.7

1.8

4.1

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

毎日※ ４～６日※ ２～３日 あまり食べない

（０～１日）

無回答

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

 

◆図表 3-24-5 野菜を１日２回以上摂取する人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 56.2％ 増加 50.7％ -5.5ポイ

ント × 

 

図表 3-24-6 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日食べている【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考・国 健康日本２１（第三次）≫ 

◇主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２回以上の日がほぼ毎日の者の割合の増

加：2021 年度 37.7％ ⇒2032 年度 目標値５0％ 

データソース：「令和３年度食育に関する意識調査」（内閣府） 

◇野菜と果物の摂取量の増加 

：2019 年度 野菜摂取量平均値 281ｇ 

 ⇒2032 年度 目標値 野菜摂取量平均値 350ｇ 

◇食塩摂取量の減少 

：2019 年度 10.1ｇ ⇒2032 年度 目標値 7ｇ 

データソース：令和元年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 

 

≪参考・国 第３次食育推進基本計画≫ 

◇主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日食べている国民の割合 

：2017 年度 58.1％ ⇒2020 年度 目標値 70％以上 

◇主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日食べている若い世代の割

合（20 歳代・30 歳代の男女） 

：2017 年度 39.1％ ⇒2020 年度 目標値 55％以上 

データソース：平成 29年度「食育に関する意識調査」（農林水産省） 

 

  

46.8

29.7

28.7

27.4

39.2

52.4

71.2

73.3

52.0

70.3

71.3

72.6

60.8

47.1

24.8

22.1

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

4.0

4.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体 n=1,001

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60歳代 n=225

70歳代 n=125

80歳以上 n=131

該当 非該当 無回答

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 
 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇１日あたりの野菜平均摂取量 

：2016 年度 男性 290.9ｇ、女性 274.8ｇ ⇒2023 年度 350ｇ 

◇１日あたりの食塩平均摂取量 

：2016 年度 男性 11.4ｇ、女性 9.7ｇ ⇒2023 年度 男性 8ｇ、女性 7ｇ 

データソース：平成 28年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 

 

≪参考・県 茨城県食育推進計画（第三次）≫ 

◇野菜の摂取量の増加 

：2011 年度 281.7ｇ ⇒2020 年度 350ｇ 

◇食塩摂取量の減少 

：2011 年度 成人男性 11.5ｇ、成人女性 10.1ｇ 

 ⇒2020 年度 成人男性 8ｇ未満、成人女性 7ｇ未満 

データソース：平成 23年「茨城県総合がん対策推進モニタリング調査」 

 

 

問 25 あなたは週に何回くらい家族と一緒に朝食や夕食をとっていますか。（○は１つ） 

・家族と一緒に朝食や夕食をとる頻度は、週に「13～14回」が 36.8％、「5～9回」が 23.6％

となっています。 

・平成 30年度調査と比べると、「13～14回」が 3.6ポイント増加し、「5～9回」が 3.2ポイ

ント低下しています。 

・家族構成別にみると、10回以上の割合は「夫婦のみ」が 70.4％で最も高く、「二世代同居」

「三世代同居」がともに 50％を超えています。 

図表 3-25-1 家族と一緒に朝食や夕食をとる頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

36.8

33.2

14.7

17.9

23.6

23.4

8.6

9.4

14.9

13.9

1.5

2.1

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

13～14回 10～12回 ５～９回 １～４回 ０回 無回答

50.6％ 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

図表 3-25-2 家族と一緒に朝食や夕食をとる頻度【家族構成別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢「あなたと兄弟姉妹」を、「その他」に含めている。 

 

◆図表 3-25-3 朝食又は夕食を家族と一緒に食べる（共食）回数が週に 10 回以上

の人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 51.1％ 70％以上 51.7％ +0.6ポイ

ント △ 

 

≪参考・国 第３次食育推進基本計画≫ 

◇朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数 

：2017 年度 週 10.5 回 ⇒2020 年度 目標値 週 11 回以上 

データソース：平成 29年度「食育に関する意識調査」（農林水産省） 

◇地域等で共食したいと思う人が共食する割合 

：2015 年度 64.6％ ⇒2020 年度 目標値 70％以上 

データソース：平成 27年度「食育に関する意識調査」（内閣府） 

 

 

問 26 問 25で「０回」と回答した方、理由はなんですか。（○は１つ） 

・家族と一緒に食事をとる頻度が「０回」の理由は、「家族がいない（ひとり暮らし）」が 72.5％

となっていますが、家族がいても「家族と時間が合わない」が 20.1％となっています。 

図表 3-26 家族と一緒に食事をしない理由【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

数
値
目
標 

3.8

53.2

37.5

30.6

39.3

0.0

16.5

17.7

20.8

0.0

23.0

20.1

30.3

30.6

21.4

12.0

7.4

8.8

6.9

7.1

77.4

1.8

5.1

8.3

28.6

4.5

1.1

0.6

2.8

3.6

0% 25% 50% 75% 100%

一人暮らし n=133

夫婦のみ n=284

二世代同居 n=475

三世代同居 n=72

その他※  n=28

13～14回 10～12回 ５～９回 １～４回 ０回 無回答

72.5

61.5

1.3

2.1

20.1

21.9

4.7

11.8

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

家族がいない（ひとり暮らし） 家族ではなく知人・友人等と食べる 家族と時間が合わない
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 27 あなたは間食（夜食を含む）をしますか。（○は１つ） 

・間食をする頻度は、「毎日２回以上間食をする」（9.3％）と「毎日１回間食をする」（41.4％）

を合わせると 50.7％となっています。 

・性別にみると、女性では「毎日２回以上間食をする」が 13.0％で、「毎日１回間食をする」

48.2％を合わせると 61.2％となっており、男性より 23ポイント高くなっています。 

・ＢＭＩ別にみると、「毎日２回以上間食をする」割合に大きな差はなく、「間食はほとんど

しない」割合は「肥満」が 48.7％で「やせ」より 1.1ポイント高くなっています。 

図表 3-27-1 間食をする頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 
 

図表 3-27-2 間食をする頻度【性別】 

 

 

 

 

 

 
 

図表 3-27-3 間食をする頻度【ＢＭＩ別】 

 

 

 

 

 

  

9.3

10.3

41.4

43.5

47.4

43.0

1.9

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

毎日２回以上

間食をする

毎日１回

間食をする

間食はほとんど

しない

無回答

5.0

13.0

33.3

48.2

59.4

37.1

2.2

1.7

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=456

女性 n=531

毎日２回以上

間食をする

毎日１回

間食をする

間食はほとんど

しない

無回答

11.1

9.2

9.1

40.0

42.3

41.3

46.7

46.9

47.8

2.2

1.5

1.7

0% 25% 50% 75% 100%

やせ n=90

普通体重 n=650

肥満 n=230

毎日２回以上

間食をする

毎日１回

間食をする

間食はほとんど

しない

無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 28 次の食品のとり方について、あてはまるものを選んでください。（○は１つずつ） 

・みそ汁をとる頻度は、「１日１回」が 53.3％、「１日２回」と「１日３回」を合わせると

17.1％となっています。 

・漬け物をとる頻度は、「１日１回」が 30.9％、「１日２回」と「１日３回」を合わせると

17.9％となっています。一方、「ほとんど食べない」が 49.8％となっています。 

・野菜をとる頻度は、「１日２回」が 33.0％、「１日３回」を合わせると 50.7％となってい

ます。 

・果物をとる頻度は、「週に１～３日」が 38.1％、「毎日食べる」が 18.0％となっています。 

図表 3-28-1（ア）みそ汁をとる頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-28-2（イ）漬け物をとる頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-28-3（ウ）野菜をとる頻度（漬け物以外）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-28-4（エ）果物をとる頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

  

3.1

3.3

14.0

17.3

53.3

53.7

28.4

23.7

1.2

1.9

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

１日３回 １日２回 １日１回 ほとんど食べない 無回答

6.0

7.4

11.9

16.3

30.9

34.3

49.8

39.9

1.4

2.1

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

１日３回 １日２回 １日１回 ほとんど食べない 無回答

18.0

22.0

15.3

18.2

38.1

39.0

27.6

19.3

1.0

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

毎日食べる 週に４～６日 週に１～３日 ほとんど食べない 無回答

17.7

18.2

33.0

38.0

39.5

37.3

8.4

4.5

1.4

2.1

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

１日３回 １日２回 １日１回 ほとんど食べない 無回答

50.7％ 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 
 

◆図表 3-27-5 野菜を１日２回以上摂取する人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 56.2％ 増加 50.7％ -5.5ポイ

ント × 

 

 

問 29 あなたが食事を作る時または食べる時は、何に気をつけていますか。 

（○はいくつでも） 

・食事を作る時または食べる時に気をつけていることは、「食べる量」が 49.6％で最も高く、

次いで「塩分のとり過ぎ」が 45.1％、「栄養のバランス」が 41.1％となっています。 

図表 3-29-1 食事を作る時または食べる時に気をつけていること（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-29-2 よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に関心のある人（「特に気

をつけていない」以外の項目を１つでも選んだ人）の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 89.0％ 90％以上 86.9％ -2.1ポイ

ント △ 

45.1 

27.9 

30.9 

40.4 

25.1 

49.6 

37.0 

22.5 

21.1 

32.6 

25.1 

1.8 

11.5 

1.6 

55.9

40.3

38.3

41.1

25.0

49.1

30.7

23.1

19.1

19.4

21.6

1.8

10.0

1.0

0% 20% 40% 60%

塩分のとり過ぎ

脂肪分のとり過ぎ

甘いもののとり過ぎ

栄養のバランス

カロリー

食べる量

食べる時間帯

食べる順番

添加物

よく噛んで味わって食べる

家族と一緒に食べる

その他

特に気をつけていない

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

数
値
目
標 

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

≪参考・国 第３次食育推進基本計画≫ 

◇ゆっくりよく噛んで食べる国民の割合（「ゆっくりよく噛んで食べている」「どちらか

といえばゆっくりよく噛んで食べている」） 

 ：2017 年度 50.2％ ⇒2020 年度 目標値 55％以上 

データソース：平成 29年度「食育に関する意識調査」（農林水産省） 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇ゆっくりよく噛んで食べる者の増加 

：2016 年度 44.7％ ⇒2023 年度 目標値 55％ 

データソース：平成 28年「総合がん対策モニタリング調査」 

 

◆図表 3-29-3 減塩に気をつけている人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 55.9％ 60％以上 45.1％ -10.8㌽ × 

 

◆図表 3-29-4 家族と一緒に食べることに気をつけている人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 21.6％ 30％以上 25.1％ +3.5㌽ △ 

 

 

問 30 あなたは外食や食品を購入するとき、栄養成分表示や産地表示を参考にしますか。

（○は１つ） 

・栄養成分表示や産地表示を参考にする割合は、「参考にしている」（27.8％）と「ときどき

参考にしている」（43.0％）を合わせると 70.8％となっています。一方、「気にしていな

い」が 27.0％となっています。 

図表 3-30-1 栄養成分表示や産地表示を参考にする割合【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-30-2 栄養成分表示や産地表示を参考にする人の割合 

 

 

 

 

 

 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 31.6％ 60％以上 27.8％ -3.8ポイ

ント △ 

27.8

31.6

43.0

41.8

27.0

25.1

2.1

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

参考にしている ときどき参考にしている 気にしていない 無回答

数
値
目
標 

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 31 あなたは食の安全性について、どのように感じていますか。（○は１つ） 

・食の安全性について、「安全に感じる」（13.7％）と「どちらかといえば安全に感じる」

（53.8％）を合わせると 67.5％となっています。 

図表 3-31 食の安全性について【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 あなたは食の安全に関する知識を持っていると思いますか。（○は１つ） 

・食の安全に関する知識は、「十分に持っていると思う」（3.9％）と「ある程度持っている

と思う」（50.4％）を合わせると 54.3％となっています。 

図表 3-32-1 食の安全に関する知識【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-32-2 食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている（「十分に持って

いると思う」「ある程度持っていると思う」）人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 54.4％ 90％以上 54.3％ -0.1ポイ

ント △ 

 

 

≪参考・国 第３次食育推進基本計画≫ 

◇食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判断する国民の割合（安全な食生

活を送ることについて「いつも判断している」「判断している」） 

 ：2017 年度 72.4％ ⇒2020 年度 目標値 80％以上 

◇食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判断する若い世代の割合（安全な

食生活を送ることについて「いつも判断している」「判断している」） 

 ：2017 年度 62.6％ ⇒2020 年度 目標値 65％以上 

データソース：平成 29年度「食育に関する意識調査」（農林水産省） 

13.7

8.2

53.8

57.9

15.5

19.3

4.2

4.4

10.4

8.5

2.5

1.7

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

安全に

感じる

どちらかといえば

安全に感じる

どちらかといえば

不安に感じる

不安に

感じる

わからない 無回答

3.9

4.4

50.4

50.0

32.9

32.2

5.6

5.8

5.5

3.8

1.7

3.9

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

十分に持って

いると思う

ある程度

持っていると思う

あまり持って

いないと思う

全く持って

いないと思う

わからない 無回答

54.3％ 

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 33 あなたは、食べ物の無駄を少なくするために心がけていることは何ですか。 

（○はいくつでも） 

・食べ物の無駄を少なくするために心がけていることは、「製造年月日が新しいものや賞味

期限が長いものを選ぶようにしている」が 52.6％で最も高く、次いで「少量パック等の使

い切れる分量を購入するようにしている」が 43.3％、「食べられる量だけ調理し作り過ぎ

ないようにしている」が 37.5％となっています。 

図表 3-33-1 食べ物の無駄を少なくするために心がけていること（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-33-2 その他の主な内容                単位：件 

その他の主な内容 件数 

残さず食べる 9 

冷凍保存 8 

野菜の切り落としを小さくする等、食材を捨てない・むだにしない 4 

 

◆図表 3-33-3 地域の産物を意識して買うようにしている人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 15.2％ 50％以上 17.5％ +2.3ポイ

ント △ 

◆図表 3-33-4 学校給食における地場産物を使用する割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和４年 
（2022） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 32.0％ 33％以上 32.0％ ±0.0ポイ

ント △ 

◆図表 3-33-5 １人１日当たりのごみの量とリサイクル率 

指標 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和４年 
（2022） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

ごみの量 717g/人・日 637g/人・日 946g/人・日 +229 ｸﾞﾗﾑ × 

リサイクル率 21.6％ 25.8％ 20.4％ -1.2ポイ

ント △ 

43.3 

52.6 

35.1 

37.5 

17.5 

4.3 

11.0 

1.7 

36.6

60.7

32.0

36.2

15.2

3.5

9.1

4.1

0% 20% 40% 60% 80%

少量パック等の使い切れる分量を購入するよう

にしている

製造年月日が新しいものや賞味期限が長いもの

を選ぶようにしている

購入する食品を決めてから買い物に行くように

している

食べられる量だけ調理し作り過ぎないようにし

ている

地域の産物を意識して買うようにしている

その他

特に心がけていることはない

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

◆図表 3-33-6 食品ロスの削減のために取り組んでいる人の割合 

指標 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 86.6％ 90％以上 87.6％ +1.0㌽ △ 

 

・食べ物の無駄を少なくするために心がけていることをＢＭＩ別にみると、「製造年月日が

新しいものや賞味期限が長いものを選ぶようにしている」が高く約 55％となっています。 

・「やせ」では「少量パック等の使い切れる分量を購入するようにしている」が 57.8％で最

も高く、「肥満」より 18.2ポイント高くなっています。 

図表 3-33-7 食べ物の無駄を少なくするために心がけていること（複数回答）【ＢＭＩ別】 

  単位：％ 

 
ｎ

（人） 

少
量
パ
ッ
ク
等
の
使
い
切
れ

る
分
量
を
購
入
す
る
よ
う
に

し
て
い
る 

製
造
年
月
日
が
新
し
い
も
の

や
賞
味
期
限
が
長
い
も
の
を

選
ぶ
よ
う
に
し
て
い
る 

購
入
す
る
食
品
を
決
め
て
か

ら
買
い
物
に
行
く
よ
う
に
し

て
い
る 

食
べ
ら
れ
る
量
だ
け
調
理
し

作
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る 

地
域
の
産
物
を
意
識
し
て
買

う
よ
う
に
し
て
い
る 

そ
の
他 

特
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

な
い 

無
回
答 

やせ 90 57.8 54.4 42.2 42.2 15.6 7.8 7.8 3.3 

標準体重 650 43.1 51.7 36.9 38.5 18.2 3.7 10.8 1.5 

肥満 230 39.6 54.8 28.7 32.6 16.1 4.8 13.0 0.9 

 

 

≪参考・国 第３次食育推進基本計画≫ 

◇食品ロス削減のために何らかの行動をしている国民の割合（食品ロスという問題を

知っている人で、食品ロスを軽減するために取り組んでいることがある人の割合） 

 ：201９年度 76.5％ ⇒2026 年度 目標値 80％以上 

データソース：平成 29年度「消費者の意識に関する調査」（消費者庁） 
◇学校給食における地場産物を使用する割合 

：2014 年度 26.9％ ⇒2020 年度 目標値 30％以上 

◇学校給食における国産食材を使用する割合 

：2014 年度 77.3％ ⇒2020 年度 目標値 80％以上 

データソース：平成 26年度文部科学省学校健康教育課調べ 

 

≪参考・県 茨城県食育推進計画（第三次）≫ 

◇学校給食における地場産物活用状況（品目数ベース） 

：2014 年度 44.5％ ⇒2020 年度 50％ 

データソース：平成 26年度茨城県「学校給食における地場産物活用状況調査」 

 

 

 

 

 

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

５．運動について 

問 34 あなたは日常生活の中で健康のために運動をしていますか。（○は１つ） 

・週に２日以上運動をしている人（「ほぼ毎日」「週に２日以上」）は合わせて 48.5％となっ

ています。 

・一方、「ほとんどしていない」が 35.8％となっています。 

・ＢＭＩ別にみると、週に２日以上運動をしている人の割合は約 50％で、「やせ」「普通体

重」「肥満」ほぼ同じとなっています。 

図表 3-34-1 運動する頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-34-2 運動する頻度【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-34-3 １回 30分以上の運動を週２日以上運動している人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人男性 27.1％ 36％ 49.1％ +22.0ポイ

ント ◎ 

成人女性 20.2％ 33％ 48.0％ +27.8ポイ

ント ◎ 

 

 

図表 3-34-4 運動する頻度【ＢＭＩ別】 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.5

17.6

26.0

22.7

13.8

14.4

35.8

42.2

1.9

3.1

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

ほぼ毎日 週に２日以上 週に１日 ほとんどしていない 無回答

25.0

20.7

24.1

27.3

14.5

13.6

34.2

36.7

2.2

1.7

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=456

女性 n=531

ほぼ毎日 週に２日以上 週に１日 ほとんどしていない 無回答

49.1％ 

48.0％ 

数
値
目
標 

18.9

23.7

21.3

27.8

26.0

25.7

12.2

14.0

13.9

37.8

34.5

38.3

3.3

1.8

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

やせ n=90

普通体重 n=650

肥満 n=230

ほぼ毎日 週に２日以上 週に１日 ほとんどしていない 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

・運動する頻度を年齢別にみると、週に２日以上運動をしている人の割合は、65 歳以上で

50％を超えています。一方、30歳代では 32.4％となっております。 

・また、20歳代、30歳代では「ほとんどしていない」が 45％を超えています。 

図表 3-34-5 運動する頻度【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 問 34で「ほぼ毎日」「週に２日以上」「週に１日」と答えた方、１回につきどの

くらいの時間運動をしていますか。（○は１つ） 

・週に１日でも運動をしている人の運動時間は、「30分～１時間未満」が 33.7％、「10分～

30分未満」が 31.1％となっています。 

・週に２日以上、１回 30分以上の運動習慣のある人は、全体の 25.9％となっています。 

図表 3-35-1 運動時間【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-35-2 運動時間【運動する頻度別】                  単位：人、％ 

 
ｎ 

(人) 
10分未満 

10分～ 

30分未満 

30分～ 

１時間未満 
１時間以上 無回答 

ほぼ毎日 225 32 14.2 73 32.4 75 33.3 41 18.2 4 1.8 

週に２日以上 261 35 13.4 80 30.7 93 35.6 51 19.5 2 0.8 

週に１日 138 14 10.1 41 29.7 42 30.4 35 25.4 6 4.3 

※太枠の合計 ＝ 週に２日以上、１回 30分以上の運動習慣のある人の割合 ＝ 260人÷1,002人 ＝ 25.9％ 

13.0

10.2

31.1

28.3

33.7

38.1

20.4

19.6

1.9

3.8

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=624

H30年度 n=738

10分未満 10分～30分未満 30分～１時間未満 １時間以上 無回答

22.0

11.8

21.5

18.4

20.8

23.5

27.9

31.3

33.6

23.1

20.6

27.4

25.3

3.1

26.9

21.3

26.6

29.0

9.9

21.3

11.9

17.7

20.8

12.6

11.5

10.9

3.8

45.1

46.3

38.5

38.6

26.4

36.1

37.7

21.9

26.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.8

1.6

9.4

7.6

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60～64歳 n=106

65～69歳 n=119

70～74歳 n=61

75～79歳 n=64

80歳以上 n=131

ほぼ毎日 週に２日以上 週に１日 ほとんどしていない 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 
 

図表 3-35-3 週に２日以上、１回 30分以上の運動習慣のある人【性別、・年齢２区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考・国 健康日本２１（第三次）≫ 

◇運動習慣者（週に２日以上、１回 30 分以上の運動を１年以上継続）の割合の増加 

：男性 20～64 歳 2019 年度 23.5％ ⇒2032 年度 目標値 30％ 

 女性 20～64 歳 2019 年度 16.9％ ⇒2032 年度 目標値 30％ 

 男性 65 歳以上 201９年度 41.9％ ⇒2032 年度 目標値 50％ 

 女性 65 歳以上 2019 年度 33.9％ ⇒2032 年度 目標値 50％ 
 

データソース：平成３０年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 

 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇１日 30 分以上の運動を週２日以上、１年以上継続している人の割合 

：男性成人 2016 年度 35.1％ ⇒2023 年度 目標値 36.9％ 

 女性成人 2016 年度 27.7％ ⇒2023 年度 目標値 29.0％ 
 

データソース：平成 28年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省）ほか 

 

  

49.1

44.5

55.5

48.0

43.6

56.7

48.7

55.5

39.3

50.3

56.1

38.9

2.2

0.0

5.2

1.7

0.3

4.4

0% 25% 50% 75% 100%

男性全体 n=456

男性20～64歳 n=265

男性65歳以上 n=191

女性全体 n=531

女性20～64歳 n=351

女性65歳以上 n=180

該当 非該当 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 36 問 34で「ほぼ毎日」「週に２日以上」「週に１日」と答えた方、どんな運動をし

ていますか。（○はいくつでも） 

・運動の種類は、「ウォーキング」が 49.0％で最も高く、次いで「ラジオ体操・柔軟体操な

どの軽い体操」が 31.4％、「ジョギング・ダンス・水泳などの運動」が 13.6％となってい

ます。 

図表 3-36-1 運動の種類（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-36-2 その他の主な内容                単位：件 

その他の主な内容 件数 

ゴルフ 14 

家庭菜園、農作業 8 

ハイキング、山登り 7 

筋トレ、エクササイズ等 6 

ストレッチ、体操 6 

ヨガ 5 

デイサービス、リハビリ 5 

 

 

  

31.4 

49.0 

4.3 

1.9 

10.6 

13.6 

4.0 

1.6 

10.3 

12.3 

8.5 

28.3

52.0

8.4

2.2

8.9

13.3

6.8

0.9

7.5

16.7

2.4

0% 20% 40% 60%

ラジオ体操・柔軟体操などの軽い体操

ウォーキング（散歩を含む）

サイクリング

グランドゴルフ・ゲートボールなどの

軽スポーツ

ダンベル体操などのおもに筋肉をきたえる運動

ジョギング・ダンス・水泳などの運動

バドミントン・テニス・サッカーなどの

競技スポーツ

剣道・柔道・空手などの武道

スポーツジム

その他

無回答

R5年度 n=624

H30年度 n=738
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 37 問 34で運動を「していない」と答えた方、運動をしない理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

・運動をしない理由は、「時間がない」が 47.4％で最も高く、次いで「運動が嫌い」が 24.2％、

「適当な運動（種目）がない」が 19.8％となっています。 

・年齢別にみると、20 歳代から 60 歳代では「時間がない」が最も高く、特に 20 歳代から

50歳代では 50％を超えています。70歳以上では「健康上の理由」が最も高くなっていま

す。 

図表 3-37-1 運動をしない理由（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-37-2 その他の主な内容                単位：件 

その他の主な内容 件数 

仕事で体を動かしている 10 

暑いから、熱中症が心配 10 

仕事で忙しい 9 

面倒・おっくう 5 
 

図表 3-37-3 運動をしない理由（複数回答）【年齢７区分別】            単位：％ 

 
ｎ

（人） 

時
間
が
な
い 

場
所
が
な
い 

仲
間
が
い
な
い 

適
当
な
運
動
（
種

目
）
が
な
い 

お
金
が
か
か
る 

健
康
上
の
理
由 

運
動
が
嫌
い 

そ
の
他 

無
回
答 

20歳代 41 58.5 14.6 19.5 26.8 12.2 0.0 34.1 17.1 0.0 

30歳代 63 77.8 25.4 14.3 27.0 7.9 6.3 30.2 7.9 0.0 

40歳代 52 59.6 9.6 11.5 13.5 11.5 11.5 34.6 9.6 0.0 

50歳代 61 59.0 21.3 9.8 19.7 14.8 4.9 19.7 16.4 0.0 

60歳代 70 34.3 8.6 5.7 20.0 10.0 12.9 22.9 14.3 1.4 

70歳代 36 5.6 2.8 5.6 22.2 8.3 33.3 16.7 33.3 2.8 

80歳以上 32 12.5 3.1 3.1 6.3 3.1 53.1 6.3 28.1 6.3 

47.4 

13.4 

10.0 

19.8 

10.0 

14.2 

24.2 

16.2 

1.1 

48.7

9.5

11.2

18.5

9.7

11.2

23.9

13.7

2.3

0% 20% 40% 60%

時間がない

場所がない

仲間がいない

適当な運動（種目）がない

お金がかかる

健康上の理由

運動が嫌い

その他

無回答

R5年度 n=359

H30年度 n=569
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 38 問 34で運動を「していない」と答えた方、これから運動をしたいと思いますか。

（○は１つ） 

・運動をほとんどしていないが、これから運動を「始めたいと思う」割合は 64.6％となって

います。 

図表 3-38 これから運動を始める意思【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 39 問 34で運動を「していない」と答えた方、これから運動をするためにあったら良

いものは何ですか。（○は１つ） 

・これから運動をするためにあったら良いものは、「身近な施設」が 29.8％で最も高く、次

いで「一緒に運動したり誘ったりしてくれる仲間」「自分の体力年齢を知る機会」が 13.9％

となっています。 

図表 3-39 これから運動をするためにあったら良いもの（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.6

51.3

28.1

28.3

6.1

8.4

1.1

12.0

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=359

H30年度 n=569

始めたいと思う 始めたいと思わない その他 無回答

13.9 

8.4 

29.8 

10.9 

1.1 

2.5 

13.9 

11.7 

7.8 

13.2

10.2

33.9

15.3

6.3

2.1

15.1

8.3

19.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一緒に運動したり誘ったりしてくれる仲間

運動するサークルや教室

身近な施設

適切な運動についての情報

運動の指導者

インターネットを利用した支援

自分の体力年齢を知る機会

その他

無回答

R5年度 n=359

H30年度 n=569
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 40 あなたは運動不足だと思いますか。（○は１つ） 

・運動について「不足だと思う」が 48.2％、「少し不足だと思う」が 32.2％となっています。 

・年齢別にみると、「不足だと思う」割合は 30歳代が 65.4％で最も高く、次いで 20歳代が

56.0％、50歳代が 51.9％となっています。 

・ＢＭＩ別にみると、「不足だと思う」「少し不足だと思う」割合は「肥満」が 87.4％で、「や

せ」「普通体重」より約 10ポイント高くなっています。 

図表 3-40-1 運動不足だと思うか【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-40-2 運動不足と感じる人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 46.7％ 30％ 48.2％ +1.5㌽ △ 

 

 

図表 3-40-3 運動不足だと思うか【年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.2

46.7

32.2

33.5

17.2

14.9

2.4

4.9

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

不足だと思う 少し不足だと思う 不足だと思わない 無回答

56.0

65.4

51.1

51.9

43.1

33.6

40.5

24.2

23.5

30.4

31.0

39.6

40.8

29.8

19.8

10.3

17.8

17.1

16.4

17.6

22.9

0.0

0.7

0.7

0.0

0.8

8.0

6.9

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60歳代 n=225

70歳代 n=125

80歳以上 n=131

不足だと思う 少し不足だと思う 不足だと思わない 無回答

数
値
目
標 
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図表 3-40-4 運動不足だと思うか【ＢＭＩ別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・週に２日以上、１回 30分以上の運動習慣の有無別にみると、「運動習慣あり」では「不足

だと思う」と「少し不足だと思う」を合わせると 71.6％となっており、「運動習慣なし」

では 90.9％となっています。 

図表 3-40-5 運動不足だと思うか【運動習慣有無別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 41 あなたは普段の生活で、なるべく歩くようにしていますか。（○は１つ） 

・普段の生活で歩くように「心がけている」割合は 36.4％で、「少し心がけている」44.9％

と合わせると 81.3％となっています。 

・平成 30年度調査と比べると、「心がけている」割合は 2.8ポイント高くなっています。 

・性別では大きな差はみられません。 

・ＢＭＩ別にみると、「やせ」では「心がけている」割合が 41.1％となっており、「肥満」

35.7％より 5.4ポイント高くなっています。 

図表 3-41-1 普段の生活で歩くようにしているか【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

36.4

33.6

44.9

46.7

16.1

15.8

2.6

3.9

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

心がけている 少し心がけている 心がけていない 無回答

48.9

45.8

54.8

27.8

32.9

32.6

17.8

19.2

10.9

5.6

2.0

1.7

0% 25% 50% 75% 100%

やせ n=90

普通体重 n=650

肥満 n=230

不足だと思う 少し不足だと思う 不足だと思わない 無回答

28.0

69.4

43.6

21.5

27.0

8.0

1.4

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

運動習慣あり n=486

運動習慣なし n=497

不足だと思う 少し不足だと思う 不足だと思わない 無回答
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図表 3-41-2 普段の生活で歩くようにしているか【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-41-3 普段の生活で歩くようにしているか【ＢＭＩ別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-41-4 なるべく歩くようにしている人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人男性 34.3％ 50％ 39.0％ +4.7ポイ

ント △ 

成人女性 32.7％ 50％ 34.7％ +2.0ポイ

ント △ 

 

  

数
値
目
標 

39.0

34.7

40.8

48.2

17.1

15.1

3.1

2.1

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=456

女性 n=531

心がけている 少し心がけている 心がけていない 無回答

41.1

36.3

35.7

38.9

43.5

43.5

15.6

18.7

18.7

4.4

2.2

2.2

0% 25% 50% 75% 100%

やせ n=90

普通体重 n=650

肥満 n=230

心がけている 少し心がけている 心がけていない 無回答
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問 42 土浦市は、健康づくりのためのウォーキングの推進を図るとともに、安全に歩け

るように『元気アップロード』を８コース指定しています。次のコースのうちあ

なたがご存知なのはどれですか。（○はいくつでも） 

・知っているコースのうち、「乙戸沼公園コース」が 13.9％となっているほかは 10％未満と

なっています。 

・一方、「どれも知らない」が 69.2％となっています。 

図表 3-42-1 知っている「元気アップロード」（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.2 

2.4 

13.9 

2.4 

3.3 

2.8 

1.1 

8.0 

69.2 

3.7 

6.6

3.3

18.0

3.0

2.7

4.8

2.1

6.7

64.0

7.9

0% 20% 40% 60% 80%

城下町散策コース

木田余市民運動広場～真鍋小コース

乙戸沼公園コース

常福寺～桜川遊歩道コース

自然豊かな鶴沼コース

法泉寺～水郷公園コース

紫が丘公園コース

小野小町と峠越コース

どれも知らない

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

64
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・知っている「元気アップロード」コースを年齢別にみると、20歳代から 50歳代では「ど

れも知らない」が 70％を超えています。地区別にみても、「どれも知らない」が大半を超

えています。 

・地区別にみると、三中地区の「乙戸沼公園コース」が 46.1％、新治中地区の「小野小町と

峠越コース」が 37.3％となっています。 

図表 3-42-2 知っている「元気アップロード」（複数回答）【年齢７区分別】      単位：％ 

 
ｎ

（人） 

城
下
町
散
策
コ
ー
ス 

木
田
余
市
民
運
動
広

場
～
真
鍋
小
コ
ー
ス 

乙
戸
沼
公
園
コ
ー
ス 

常
福
寺
～
桜
川
遊
歩

道
コ
ー
ス 

自
然
豊
か
な
鶴
沼

コ
ー
ス 

法
泉
寺
～
水
郷
公
園

コ
ー
ス 

紫
が
丘
公
園
コ
ー
ス 

小
野
小
町
と
峠
越

コ
ー
ス 

ど
れ
も
知
ら
な
い 

無
回
答 

20歳代 91 2.2 1.1 11.0 1.1 1.1 0.0 2.2 2.2 84.6 0.0 

30歳代 136 3.7 1.5 11.0 0.7 1.5 2.9 0.7 0.7 82.4 0.7 

40歳代 135 5.9 1.5 8.1 0.7 2.2 1.5 0.0 5.2 80.7 0.7 

50歳代 158 2.5 1.3 12.0 1.9 1.9 1.3 0.6 11.4 73.4 0.6 

60歳代 225 8.0 4.9 16.0 4.4 5.3 4.0 1.3 12.9 63.4 1.3 

70歳代 125 3.2 0.8 15.2 2.4 4.0 1.6 0.0 7.2 61.6 8 

80歳以上 131 3.8 3.8 22.1 3.8 5.3 6.9 3.1 10.7 45.0 13.0 

図表 3-42-3 知っている「元気アップロード」（複数回答）【地区別】         単位：％ 

 
ｎ 

(人) 

城
下
町
散
策
コ
ー
ス 

木
田
余
市
民
運
動
広

場
～
真
鍋
小
コ
ー
ス 

乙
戸
沼
公
園
コ
ー
ス 

常
福
寺
～
桜
川
遊
歩

道
コ
ー
ス 

自
然
豊
か
な
鶴
沼

コ
ー
ス 

法
泉
寺
～
水
郷
公
園

コ
ー
ス 

紫
が
丘
公
園
コ
ー
ス 

小
野
小
町
と
峠
越

コ
ー
ス 

ど
れ
も
知
ら
な
い 

無
回
答 

一中地区 138 15.9 1.4 4.3 3.6 0.0 1.4 0.0 5.8 75.4  

二中地区 99 4.0 12.1 4.0 2.0 3.0 2.0 2.0 0.1 75.8  

三中地区 178 3.4 1.7 46.1 1.7 1.1 2.2 1.1 7.3 49.4  

四中地区 184 6.0 0.0 9.8 6.5 0.0 2.2 0.0 3.3 76.1  

五中地区 122 1.6 4.1 4.9 0.0 18.9 0.0 0.8 5.7 73.8  

六中地区 122 0.0 0.0 11.5 0.8 2.5 12.3 0.0 4.9 70.5  

都和地区 86 4.7 1.2 8.1 1.2 2.3 1.2 7.0 12.8 75.6  

新治中地区 59 3.4 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 37.3 59.3  
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問 43 問 42で１コースでも知っていると答えた方、利用していますか。（○は１つ） 

・「元気アップロード」を知っている人で、「利用している」割合は 50.7％となっています。 

・地区別にみると、「利用している」割合は三中地区が 65.1％で最も高く、次いで六中地区、

一中地区となっています。 

図表 3-43-1 「元気アップロード」の利用【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-43-2 「元気アップロード」の利用【知らない人も含めて母数とした場合・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-43-3 「元気アップロード」の利用【地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-43-4 元気アップロードを利用している人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 5.9％ 25％ 13.8％ +7.9ポイ

ント 〇 

50.7

21.1

47.8

73.6

1.5

5.3

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=272

H30年度 n=379

利用している 利用していない 無回答

50.0

47.4

65.1

42.1

40.7

59.3

35.0

31.8

50.0

52.6

33.7

55.3

55.6

37.0

65.0

68.2

0.0

0.0

1.2

2.6

3.7

3.7

0.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

一中地区 n=30

二中地区 n=19

三中地区 n=86

四中地区 n=38

五中地区 n=27

六中地区 n=27

都和地区 n=20

新治中地区 n=22

利用している 利用していない 無回答

数
値
目
標 

13.8

5.9

13.0

20.7

73.3

73.4

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

利用している 利用していない 非該当・

無回答
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問 44 運動普及推進員が支部ごとに行っているウォーキング大会を知っていますか。 

・支部開催のウォーキング開催について、「知らない」が 79.3％となっています。 

図表 3-44-1 ウォーキング大会の認知度【全体】 

 

 

 

 

問 45 問 44で「知っている」と答えた方、参加したことがありますか。  

・支部開催のウォーキングを「知っている」人で、「参加したことがある」のは 24.7％となっ

ています。 

・元気アップロードを利用したことがある人で、支部開催のウォーキング大会に「参加した

ことがある」人は、「参加したことがない」人と比べて 17.6ポイント低くなっています。 

図表 3-45-1 ウォーキング大会の参加【全体】 

 

 

 

 

 

図表 3-45-2 ウォーキング大会の参加【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-45-3 ウォーキング大会の参加【「元気アップロード」の利用別】     単位：人、％ 

 

ウォーキング大会への参加 

参加したことが

ある 

参加したことは

ない 

参加したことはな

いが、参加したい

と思っている 

元気

アップ

ロード

利用の

有無 

利用したことがある ｎ＝51 21 41.2 28 54.9 2 3.9 

利用したことはない ｎ＝29 7 24.1 22 75.0 0 0.0 

利用したことはないが、 

利用したいと思っている 
ｎ＝14 2 14.3 7 50.0 5 35.7 

17.0 79.3 3.7

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

知っている 知らない 無回答

24.7 66.5 8.2 0.6

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

参加したことがある 参加したことはない
参加したことはないが、参加したいと思っている 無回答

0.0

25.0

15.4

13.8

24.0

31.0

33.3

50.0

75.0

76.9

75.9

66.0

65.5

56.4

50.0

0.0

7.7

10.3

10.0

3.4

7.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

2.6

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=2

30歳代 n=8

40歳代 n=13

50歳代 n=29

60歳代 n=50

70歳代 n=125

80歳以上 n=39

参加したことがある 参加したことはない 参加したことはないが、参加したいと思っている 無回答
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問 46 つくば霞ヶ浦りんりんロードを知っていますか。（○は１つ） 

・「つくば霞ヶ浦りんりんロード」を「知っている」割合は 92.0％となっています。 

・年代別にみると、「知っている」割合はすべての年代で 80％を超えています。 

図表 3-46-1 「つくば霞ヶ浦りんりんロード」の認知度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-46-2「つくば霞ヶ浦りんりんロード」の認知度【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

92.0

85.5

5.2

9.2

2.8

5.3

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

知っている 知らない 無回答

92.3

94.9

95.6

98.1

93.3

85.6

82.4

7.7

5.1

3.7

1.9

4.9

5.6

9.2

0.0

0.0

0.7

0.0

1.8

8.8

8.4

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60歳代 n=225

70歳代 n=125

80歳以上 n=131

知っている 知らない 無回答
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問 47 問 46で「知っている」と答えた方、利用した事がありますか。（○は１つ） 

・「つくば霞ヶ浦りんりんロード」を知っている人で、「利用している」割合は 29.9％となっ

ています。 

・年代別にみると、「利用している」割合は 20歳代の 44.0％が最も高く、次いで 30歳代、

50歳代となっています。 

図表 3-47-1「つくば霞ヶ浦りんりんロード」の利用【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-47-2「つくば霞ヶ浦りんりんロード」の利用【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-47-3 つくば霞ヶ浦りんりんロードを利用している人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 22.4％ 25％ 29.9％ +7.5㌽ ◎ 

 

  

44.0

35.7

27.9

32.3

31.4

18.7

19.4

56.0

64.3

71.3

67.1

68.6

79.4

80.6

0.0

0.0

0.8

0.6

0.0

1.9

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=84

30歳代 n=129

40歳代 n=129

50歳代 n=155

60歳代 n=210

70歳代 n=107

80歳以上 n=108

利用している 利用していない 無回答

29.9

22.4

69.6

76.0

0.4

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=922

H30年度 n=1,153

利用している 利用していない 無回答

数
値
目
標 
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問 48 あなたの移動手段で、一番多いものはどれですか。（○は１つ） 

・移動手段で一番多いものは、「自家用車（運転する）」が 71.7％となっているほかは 10％

未満で、「自家用車（運転せず乗せてもらう）」が 9.5％、「徒歩」が 6.2％となっています。 

・地区別にみると、「自家用車（運転する）」は都和中地区、新治中地区では 70％を超えてお

り、新治中地区では「自家用車（運転せず乗せてもらう）」を合わせると、約 85％となっ

ています。 

・「徒歩」は一中地区が 10.4％、五中地区が 9.8％となっています。「自転車」はすべての地区

で 10％に満たない状況です。 

図表 3-48-1 移動手段【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-48-2 移動手段【地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

注：「タクシー」「バス」は「その他」に含めています。 

  

64.5

76.8

73.6

72.3

66.4

69.7

84.9

72.9

8.0

10.1

8.4

8.2

8.2

17.2

5.8

11.9

10.1

2.0

5.6

8.7

9.8

2.5

3.5

3.4

3.6

3.4

4.3

2.5

0.8

0.0

7.2

6.1

4.5

3.3

4.9

4.9

1.2

5.1

4.3

4.0

1.7

3.3

4.1

2.5

1.2

1.7

2.2

1.0

2.8

0.0

4.1

2.5

3.5

5.1

0% 25% 50% 75% 100%

一中地区 n=138

二中地区 n=99

三中地区 n=178

四中地区 n=184

五中地区 n=122

六中地区 n=122

都和地区 n=86

新治中地区 n=59

自家用車

（運転する）

自家用車

（運転せず

乗せてもらう）

徒歩 電車 自転車 その他 無回答

71.7

67.3

9.5

9.1

6.2

3.2

0.7

1.1

1.0
1.2

2.4

2.6

4.8

6.2

1.4

1.0

2.4

8.4

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 ｎ=1,002

H30年度 ｎ=1,153

自家用車

（運転する）

自家用車

（運転せず

乗せてもらう）

徒歩 タクシー バス 電車 自転車 その他 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

６．睡眠やストレスについて 

問 49 １日の睡眠時間はどれくらいですか。（○は１つ） 

・１日の睡眠時間は、「５～６時間未満」が 34.1％、「６～７時間未満」が 31.9％となって

います。一方、「５時間未満」が 9.7％となっています。 

・性別にみると、６時間未満の割合は女性が 45.6％で、男性より 4.1 ポイント高くなって

います。 

・年齢別にみると、50 歳代では６時間未満の割合が 58.3％となっており、他の年代より高

くなっています。 

図表 3-49-1 睡眠時間【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-49-2 睡眠時間【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-49-3 睡眠時間【年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.7

10.2

34.1

33.8

31.9

32.4

15.9

17.3

4.9

4.3

0.8

1.4

2.7

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

５時間

未満

５～６時間

未満

６～７時間

未満

７～８時間

未満

８～９時間

未満

９時間

以上

無回答

9.0

10.2

32.5

35.4

31.6

32.2

16.7

15.3

6.1

4.0

1.3

0.4

2.9

2.6

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=456

女性 n=531

５時間

未満

５～６時間

未満

６～７時間

未満

７～８時間

未満

８～９時間

未満

９時間

以上

無回答

4.4

6.6

15.6

14.6

10.7

7.2

4.6

34.1

35.3

39.3

43.7

35.6

24.0

23.7

44.0

38.2

30.4

27.2

35.1

28.8

22.1

11.0

14.0

13.3

13.3

15.1

19.2

25.2

5.5

5.1

0.7

1.3

2.7

9.6

12.2

1.1

0.7

1.6

3.1

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

9.6

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60歳代 n=225

70歳代 n=125

80歳以上 n=131

５時間

未満

５～６時間

未満

６～７時間

未満

７～８時間

未満

８～９時間

未満

９時間

以上

無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 50 睡眠時間は足りていますか。（○は１つ） 

・睡眠時間は「足りている」が 27.1％で、「まあまあ足りている」45.1％を合わせると、

72.2％となっています。 

・「足りている」人の睡眠時間は「７～８時間未満」が 38.2％、「６～７時間未満」が

32.7％となっており、「足りていない」人の睡眠時間は「５時間未満」が 25.1％となっ

ています。 

・年齢別にみると、「足りている」割合は若い年代で低く、30 歳代が 16.9％、20 歳代

が 17.6％となっています。 

図表 3-50-1 睡眠時間の充足度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-50-2 睡眠時間の充足度【睡眠時間別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-50-3 睡眠時間の充足度【年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.1

29.2

45.1

50.2

25.4

19.8

2.3

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

足りている まあまあ足りている 足りていない 無回答

72.2％ 

2.2

6.0

25.1

11.4

38.9

52.9

32.7

40.3

18.8

38.2

11.4

1.6

12.5

2.4

1.6

2.6

0.2

0.4

0.9

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

足りている n=272

まあまあ

足りている n=452

足りていない n=255

５時間

未満

５～６時間

未満

６～７時間

未満

７～８時間

未満

８～９時間

未満

９時間

以上

無回答

17.6

16.9

23.7

19.0

28.9

44.8

38.2

48.4

48.5

41.5

46.2

47.1

39.2

44.3

34.1

34.6

34.1

34.8

22.7

8.8

9.9

0.0

0.0

0.7

0.0

1.3

7.2

7.6

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60歳代 n=225

70歳代 n=125

80歳以上 n=131

足りている まあまあ足りている 足りていない 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

◆図表 3-50-4 睡眠が足りている（「足りている」「まあまあ足りている」）人の

割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 79.4％ 90％ 72.2％ -7.2ポイ

ント × 

 

 

≪参考・国 健康日本２１（第三次）≫ 

◇睡眠による休養を十分とれていない者の割合の減少 

：2018 年度 54.5％ ⇒2032 年度 目標値 60％ 

データソース：令和元年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 
 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇睡眠による休養を十分とれていない者の割合 

：2016 年度 19.4％ ⇒2023 年度 目標値 14％ 

データソース：平成 28年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 

 

 

問 51 現在、不安、悩み、苦労等によるストレスなどがありますか。（○は１つ） 

・ストレス等の有無は、「ある」が 28.1％で、「少しはある」49.7％を合わせると、77.8％と

なっています。 

・ストレス等が「ある」人の睡眠時間は「５時間未満」が 17.7％となっており、「少しはあ

る」「ない」人より約 10ポイント高くなっています。 

・性別にみると、女性では「ある」が 29.0％となっており、男性より 2.9ポイント高くなっ

ています。 

図表 3-51-1 ストレス等の有無【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-51-2 ストレスや悩みがある（「ある」「少しはある」）人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 80.1％ 50％以下 77.8％ -2.3ポイ

ント △ 

 

 

 

数
値
目
標 

28.1

24.9

49.7

55.2

20.0

19.3

2.2

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

ある 少しはある ない 無回答

77.8％ 

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

図表 3-51-3 ストレス等の有無【睡眠時間別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-51-4 ストレス等の有無【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

・ストレス等の有無を年齢別にみると、30歳代では「ある」が 45.6％、40歳代が 40.7％、

20歳代が 35.2％となっています。 

図表 3-51-5 ストレス等の有無【年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.7

6.4

7.5

40.1

36.3

24.0

26.2

35.1

35.5

10.6

16.9

22.5

3.9

4.6

7.5

0.7

0.4

2.0

0.7

0.2

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

ある n=282

少しはある n=498

ない n=200

５時間

未満

５～６時間

未満

６～７時間

未満

７～８時間

未満

８～９時間

未満

９時間

以上

無回答

26.1

29.0

46.5

52.9

24.8

16.2

2.6

1.9

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=456

女性 n=531

ある 少しはある ない 無回答

35.2

45.6

40.7

34.2

18.7

9.6

18.3

46.2

43.4

44.4

52.5

60.0

44.8

48.1

18.7

11.0

14.1

13.3

20.4

38.4

26.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.9

7.2

7.6

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60歳代 n=225

70歳代 n=125

80歳以上 n=131

ある 少しはある ない 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 52 問 51で「ある」「少しはある」と答えた方、悩みやストレスの相談をする相手は

主に誰ですか。（○はいくつでも） 

・悩みやストレスの相談相手は、「家族」が 61.4％で最も高く、次いで「友人・知人」が

36.9％となっています。 

・一方、「相談する相手はいない」が 7.7％、「誰にも相談しない」が 14.0％となっています。 

図表 3-52-1 悩みやストレスの相談相手（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-52-2 ストレスや悩みを持つ人のうち、相談する相手がいない、誰にも相

談しない人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 22.4％ 20％以下 21.7％ -0.7ポイ

ント △ 

       ※「相談する相手はいない」＋「誰にも相談しない」＝「相談する相手はいない、誰にも相談しない」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.4 

36.9 

15.5 

4.1 

7.7 

14.0 

2.2 

0.6 

60.3

40.6

11.9

4.4

5.5

16.9

1.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族

友人・知人

職場の上司・同僚

専門家

相談する相手はいない

誰にも相談しない

その他

無回答

R5年度 n=780

H30年度 n=1,080

数
値
目
標 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

・悩みやストレスの相談相手を年齢別にみると、いずれの年代も「家族」が最も高くなっ

ています。 

・「相談する相手はいない」「誰にも相談しない」を合わせると 40 歳代が 27.0％と最も高

く、次いで 80歳以上が 26.2％となっています。 

・性別にみると、ともに「家族」が最も高くなっていますが、男性では 55.2％で、「相談す

る相手はいない」「誰にも相談しない」を合わせると 32.4％であり、女性より 19.2 ポイ

ント高くなっています。 

図表 3-52-3 悩みやストレスの相談相手（複数回答）【年齢７区分別】        単位：％ 

 
ｎ

（人） 

家
族 

友
人
・
知
人 

職
場
の
上
司
・
同
僚 

専
門
家 

相
談
す
る
相
手
は 

い
な
い 

誰
に
も
相
談
し
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

相
談
す
る
相
手
は
い

な
い
、
誰
に
も
相
談

し
な
い
（
再
掲
）
※ 

20歳代 74 58.1 58.1 16.2 5.4 8.1 12.2 5.4 0.0 20.3 

30歳代 121 62.0 43.8 25.6 3.3 9.9 12.4 0.8 0.0 22.3 

40歳代 115 59.1 33.9 21.7 4.3 8.7 18.3 2.6 0.0 27.0 

50歳代 136 59.6 40.4 27.2 1.5 7.4 13.2 1.5 0.7 20.6 

60歳代 177 65.0 33.9 7.9 3.4 5.1 14.1 1.1 0.0 19.2 

70歳代 67 67.2 22.4 3.0 7.5 7.5 10.4 1.5 1.5 17.9 

80歳以上 84 60.7 27.4 0.0 7.1 9.5 16.7 4.8 3.6 26.2 

     ※「相談する相手はいない」＋「誰にも相談しない」＝「相談する相手はいない、誰にも相談しない（再掲）」 

 

図表 3-52-4 悩みやストレスの相談相手（複数回答）【性別】            単位：％ 

 
ｎ

（人） 

家
族 

友
人
・
知
人 

職
場
の
上
司
・
同
僚 

専
門
家 

相
談
す
る
相
手
は 

い
な
い 

誰
に
も
相
談
し
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

相
談
す
る
相
手
は
い

な
い
、
誰
に
も
相
談

し
な
い
（
再
掲
）
※ 

男性 330 55.2 20.0 13.3 4.8 12.1 20.3 0.6 0.3 32.4 

女性 432 67.4 50.2 17.6 3.5 4.2 9.0 3.5 0.7 13.2 

     ※「相談する相手はいない」＋「誰にも相談しない」＝「相談する相手はいない、誰にも相談しない（再掲）」 
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 53 問 51「ある」「少しはある」と答えた方、ストレスの内容は主にどのようなこと

ですか。（○はいくつでも） 

・ストレスの内容は、「将来に対しての不安」が 42.2％で最も高く、次いで「仕事関係」が

40.5％、「健康問題」が 40.1％となっています。 

・年齢別にみると、20 歳代から 50 歳代では「仕事関係」、60 歳代以上では「健康問題（自

分・家族）」が最も高くなっています。 

図表 3-53-1 ストレスの内容（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-53-2 ストレスの内容（複数回答）【年齢７区分別】             単位：％ 

 
ｎ

（人） 

仕
事
関
係 

人
間
関
係
（
職
場
・
家

族
・
近
所
） 

金
銭
問
題 

出
産
・
育
児 

子
ど
も
の
し
つ
け
・

教
育 

介
護 

健
康
問
題 

（
自
分
・
家
族
） 

将
来
に
対
し
て
の 

不
安 

そ
の
他 

無
回
答 

20歳代 74 66.2 50.0 24.3 10.8 5.4 2.7 8.1 55.4 4.1 0.0 

30歳代 121 55.4 41.3 39.7 19.8 27.3 3.3 28.9 46.3 3.3 0.0 

40歳代 115 57.4 50.4 33.9 6.1 28.7 7.0 27.8 41.7 1.7 0.0 

50歳代 137 53.3 43.8 27.0 1.5 15.3 12.4 39.4 40.9 2.9 0.0 

60歳代 176 29.0 36.9 17.0 0.0 4.0 14.2 44.9 40.9 2.3 0.6 

70歳代 64 12.5 12.5 26.6 0.0 1.6 10.9 70.3 43.8 7.8 6.3 

80歳以上 80 2.5 16.3 12.5 0.0 1.3 22.5 76.3 35.0 2.5 8.8 

 

  

40.5 

37.3 

25.6 

5.3 

12.8 

10.4 

40.1 

42.2 

3.1 

1.5 

38.2

37.0

22.1

4.1

11.9

11.9

38.4

34.8

2.7

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事関係

人間関係（職場・家族・近所）

金銭問題

出産・育児

子どものしつけ・教育

介護

健康問題（自分・家族）

将来に対しての不安

その他

無回答

R5年度 n=780

H30年度 n=1,080
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

・ストレスの内容を性別にみると、男性では「仕事関係」、女性では「健康問題」が最も高

くなっています。 

・「仕事関係」は男性が女性より 17.1 ポイント高く、「人間関係（職場・家族・近所）」「子

どものしつけ・教育」は女性が男性より 8ポイント高くなっています。 

図表 3-53-3 ストレスの内容（複数回答）【性別】                 単位：％ 

 
ｎ

（人） 

仕
事
関
係 

人
間
関
係
（
職
場
・
家

族
・
近
所
） 

金
銭
問
題 

出
産
・
育
児 

子
ど
も
の
し
つ
け
・

教
育 

介
護 

健
康
問
題 

（
自
分
・
家
族
） 

将
来
に
対
し
て
の 

不
安 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 328 50.6 33.5 27.7 1.5 7.9 8.8 38.4 43.3 2.7 0.9 

女性 427 33.5 41.5 25.1 8.4 16.9 11.7 42.9 42.6 3.3 1.9 

 

 

 

問 54 問 51で「ある」「少しはある」と答えた方、ストレスを感じたときは主にどのよ

うに解消しますか。（○はいくつでも） 

・ストレスの解消方法は、「家族や友人・知人に話を聞いてもらう」が 50.5％で最も高く、

次いで「のんびりする」が 35.1％、「趣味」が 30.1％となっています。 

図表 3-54-1 ストレスの解消方法（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.5 

30.0 

30.1 

35.1 

19.1 

18.6 

22.1 

4.2 

4.0 

9.6 

1.0 

47.3

24.6

26.7

29.8

20.7

14.8

19.6

4.4

3.4

6.4

8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族や友人・知人に話を聞いてもらう

食べる、お酒を飲む

趣味

のんびりする

買い物をする

映画をみる、音楽をきく

からだを動かす

病院へ受診する

その他

何もしない

無回答

R5度 n=780

H30年度 n=1,080
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

・ストレスの解消方法を性別にみると、男性、女性共に「家族や友人・知人に話を聞いても

らう」が最も高く、次いで男性は「食べる、お酒を飲む」「趣味」が 32.8％、女性は「の

んびりする」が 40.3％となっています。 

・「家族や友人・知人に話を聞いてもらう」は女性が男性より 29.8 ポイント高く、「買い物

をする」は女性が男性より 17.1ポイント高くなっています。一方、「からだを動かす」は

男性が女性より 7.8ポイント高くなっています。 

・また、「何もしない」は男性が 11.9％で、女性より 4ポイント高くなっています。 

図表 3-54-2 ストレスの解消方法（複数回答）【性別】               単位：％ 
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（人） 

家
族
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友
人
・
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を
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ら
う 

食
べ
る
、
お
酒
を
飲
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ん
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す
る 

買
い
物
を
す
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映
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を
み
る
、
音
楽
を

き
く 

か
ら
だ
を
動
か
す 

病
院
へ
受
診
す
る 

何
も
し
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 329 34.3 32.8 32.8 29.8 9.7 15.5 26.7 4.6 11.9 4.3 0.6 

女性 429 64.1 28.9 28.9 40.3 26.8 21.2 18.9 4.0 7.9 3.7 1.4 

 

 

 

問 55 土浦市では、精神科医師がこころの悩みを抱えている市民の相談に応じる「ここ

ろの相談」を実施しておりますが、知っていますか。（○は１つ） 

・「こころの相談」を「知っている」割合は 25.7％となっています。前回の調査より 11.5ポ

イント高くなっています。 

・性別でみると、「知っている」割合は、女性が男性より 20.5ポイント高くなっています。 

図表 3-55-1「こころの相談」の認知度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-55-2「こころの相談」の認知度【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.7

14.2

70.2

84.0

4.1

1.9

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

知っている 知らない 無回答

14.7

35.2

80.3

61.6

5.0

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=456

女性 n=531

知っている 知らない 無回答
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７．歯の健康について 

問 56 現在、あなたの歯は何本ありますか。（入れ歯は除き、かぶせた歯や差し歯は数

える）（○は１つ） 

・歯の本数は、「28本以上」が 43.6％、「24～27本」が 24.8％となっています。 

・年齢別にみると、20 歳代、30 歳代では「28 本以上」が 70％を超え、40 歳代では「28 本

以上」が 62.2％、50歳代では 56.3％に低下しています。60歳を超えると「24～27本」の

割合が「28本以上」より高くなり、23本以下の割合が 25％を超えています。 

・65～69歳で 24本以上ある人が 55.5％、80歳以上で 20本以上ある人が 39.7％となってい

ます。 

図表 3-56-1 歯の本数【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

図表 3-56-2 歯の本数【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-56-3 自分の歯を持つ人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

64 歳で 

24 本以上 

65～69歳で

55.0％ 
60％ 

65～69歳で

55.5％ 
+0.5ポイ

ント △ 

80 歳で 

20 本以上 

75 歳以上で 

36.6％ 
40％ 

80歳以上で 

39.7％ 
+3.1ポイ

ント △ 

 

43.6

39.7

24.8

26.2

9.3

10.9

9.8

9.2

7.4

9.0

5.2

5.0

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

28本以上 24～27本 20～23本 10～19本 ９本以下 無回答

76.9

71.3

62.2

56.3

28.3

26.9

19.7

21.9

6.9

19.8

23.5

25.2

26.6

40.6

28.6

23.0

15.6

16.0

1.1

1.5

5.9

7.0

9.4

16.0

19.7

12.5

16.8

1.5

3.0

7.6

9.4

17.6

16.4

17.2

21.4

1.1

1.5

1.5

1.3

8.5

7.6

13.1

15.6

23.7

1.1

0.7

2.2

1.3

3.8

3.4

8.2

17.2

15.3

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=91

30歳代 n=136

40歳代 n=135

50歳代 n=158

60～64歳 n=106

65～69歳 n=119

70～74歳 n=61

75～79歳 n=64

80歳以上 n=131

28本以上 24～27本 20～23本 10～19本 ９本以下 無回答

数
値
目
標 

55.5％ 

39.7％ 
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・歯の本数を喫煙習慣別にみると、「喫煙習慣なし」では「28本以上」が 48.9％で「24～27

本」（26.5％）を合わせると 75.4％となっています。 

・「喫煙習慣あり」と「過去に喫煙習慣あり」では「９本以下」が 10％を超えています。 

図表 3-56-4 歯の本数【喫煙習慣別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：「喫煙習慣あり」   ＝問 62で「毎日吸っている」「ときどき吸っている」の合計 

「過去に喫煙習慣あり」＝問 62で「以前は吸っていたが今は吸わない」 

「喫煙習慣なし」   ＝問 62で「以前から吸わない」 

                                 以降同様 

 

≪参考・国 健康日本２１（第二次）≫ 

◇80 歳で 20 歯以上の自分の歯を有する者の割合の増加 

：2016 年度 51.2％ ⇒2022 年度 目標値 60％ 

◇60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有する者の割合の増加 

：2016 年度 74.4％ ⇒2022 年度 目標値 80％ 

◇40 歳で喪失歯のない者の割合の増加 

：2016 年度 73.4％ ⇒2022 年度 目標値 75％ 

データソース：平成 28年「歯科疾患実態調査」（厚生労働省） 
 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇80 歳で 20 本以上の自分の歯を持つ者の増加 

：2015 年度 41.0％ ⇒2023 年度 目標値 50％ 

◇64 歳で 24 本以上の自分の歯を持つ者の増加 

：2015 年度 56.4％ ⇒2023 年度 目標値 65％ 

◇40 歳で喪失歯のない者の割合の増加 

：2015 年度 78.2％ ⇒2023 年度 目標値 80％ 

データソース：平成 27年「県民歯科保健基礎調査」 
 

≪参考・県 茨城県食育推進計画（第三次）≫ 

◇80 歳で 20 本以上自分の歯を持つ者の割合 

：2015 年度 41.0％ ⇒2020 年度 目標値 45％ 

◇64 歳で 24 本以上自分の歯を持つ者の割合 

：2015 年度 56.4％ ⇒2020 年度 目標値 70％ 

データソース：平成 27年「県民歯科保健基礎調査」  

40.7

36.0

48.9

25.0

22.6

26.5

8.6

13.0

8.3

12.1

10.5

9.3

10.7

13.4

4.3

2.9

4.6

2.7

0% 25% 50% 75% 100%

喫煙習慣あり

n=140

過去に喫煙習慣あり

n=239

喫煙習慣なし

n=601

28本以上 24～27本 20～23本 10～19本 ９本以下 無回答
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問 57 あなたは歯みがきをいつ行っていますか。（○はいくつでも） 

・歯みがきをするのは、「朝食後」「寝る前」がともに約 60％となっており、「起床時」「昼食

後」「夕食後」はいずれも約 35％となっています。 

図表 3-57 歯みがきをする時（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 58 あなたは歯間ブラシやデンタルフロス（糸ようじ）等の歯と歯の間を清掃する 

ための器具を使用していますか。（○は１つ） 

・歯間ブラシ等を「使用している」割合は 38.3％で、「ときどき使用している」30.3％を合

わせると 68.6％となっています。 

・性別でみると、女性では「使用している」が 44.4％で、男性より 13.3ポイント高くなっ

ています。 

図表 3-58-1 歯間ブラシ等の使用【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-58-2 歯間ブラシ等の使用【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.0 

58.1 

34.8 

35.8 

59.3 

2.8 

2.6 

31.6

60.3

29.9

31.1

59.4

2.6

1.9

0% 20% 40% 60%

起床時

朝食後

昼食後

夕食後

寝る前

その他

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

38.3

32.7

30.3

29.8

28.3

35.0

3.0

2.5

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

使用している ときどき使用している 使用していない 無回答

31.1

44.4

32.2

29.4

34.0

23.0

2.6

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=456

女性 n=531

使用している ときどき使用している 使用していない 無回答
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≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇週１回以上歯間部清掃用具を使用している者の増加 

：2015 年度 44.6％ ⇒2023 年度 目標値 50％ 

平成 27年「県民歯科保健基礎調査」 

 

問 59 あなたは、むし歯対策としてフッ化物を利用していますか。 

・フッ化物を「利用している」割合は 50.5％となっています。前回の調査より 5.6ポイント

高いです。 

図表 3-59 フッ化物の利用【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

問 60 あなたは定期的に歯の健診（歯石除去など）を受けていますか。（○は１つ） 

・歯の健診を「定期的に受けている」割合は 36.6％で、「ときどき受けている」27.2％を合

わせると 63.8％となっています。 

・前回の調査と比べると、「定期的に受けている」割合は 8.7ポイント高くなっています。 

図表 3-60-1 定期的な歯科健診【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-60-2 定期的に歯の健診を受けている人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人 27.9％ 30％ 36.6％ +8.7ポイ

ント ◎ 

 

≪参考・国 健康日本２１（第三次）≫ 

◇過去１年間に歯科検診を受診した者の割合の増加 

：2016 年度 52.9％ ⇒2032 年度 目標値 95％ 

データソース：平成 28年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇過去１年間に歯科検診を受診した者の増加 

：2016 年度 53.5％ ⇒2023 年度 目標値 65％ 

データソース：平成 28年「総合がん対策モニタリング調査」 

50.5

44.9

46.4

51.0

3.1

4.1

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

利用している 利用していない 無回答

36.6

27.9

27.2

29.9

33.8

40.1

2.3

2.1

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

定期的に受けている ときどき受けている 受けていない 無回答

数
値
目
標 
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問 61 問 60で「受けていない」と答えた方、定期的に歯科健診を受けない理由は何です

か。（○は 1つ） 

・定期的に歯科健診を受けない理由は、「機会がないから」が６割以上となっています。 

・年齢区分別では、80歳代以上で「必要性を感じないから」か 50.0％となっています。 

図表 3-61-1 定期的な歯科健診を受けていない理由【全体】 

 

 

 

 

 

図表 3-61-2 定期的な歯科健診を受けていない理由【年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

2.9

29.2 65.8 2.1

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

治療中だから 必要性を感じないから 機会がないから 無回答

2.4

1.9

0.0

2.0

3.2

8.3

5.0

31.0

17.0

21.4

20.4

38.1

30.6

50.0

66.7

79.2

78.6

77.6

57.1

55.6

37.5

0.0

1.9

0.0

0.0

1.6

5.6

7.5

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=42

30歳代 n=53

40歳代 n=56

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳代 n=36

80歳以上 n=40

治療中だから 必要性を感じないから 機会がないから 無回答
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８．たばこやアルコールについて 

問 62 あなたはたばこを吸っていますか。（○は１つ） 

・たばこを「毎日吸っている」割合は 12.8％で、「ときどき吸っている」（1.2％）を合わせ

ると、14.0％となっています。 

図表 3-62-1 喫煙状況【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-62-2 喫煙状況【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-62-3 喫煙者の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人男性 24.8％ 20％ 22.0％ -2.8ポイ

ント △ 

成人女性 8.3％ 3％ 7.2％ -1.1ポイ

ント △ 

 

 

≪参考・国 健康日本２１（第三次）≫ 

◇成人の喫煙率の減少（喫煙をやめたい者がやめる） 

2019 年度 16.7％  2032 年度 目標値 12％ 

 データソース：令和元年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 

 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇成人の喫煙者割合（目標値は喫煙をやめたいと思っている人がやめた場合の率） 

：男性 2016 年度 33.5％ ⇒2023 年度 目標値 25.5％ 

 女性 2016 年度 6.6％ ⇒2023 年度 目標値 4.0％ 

データソース：平成 28年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省）ほか  

12.8

14.1

1.2

1.6

23.9

27.6

60.0

55.0

2.2

1.7

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

毎日吸っている ときどき

吸っている

以前は吸っていたが

今は吸わない

以前から

吸わない

無回答

数
値
目
標 

20.0

6.8

2.0

0.4

37.5

12.1

38.8

78.3

1.8

2.4

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=456

女性 n=531

毎日吸っている ときどき

吸っている

以前は吸っていたが

今は吸わない

以前から

吸わない

無回答

22.0％ 

7.2％ 

85



Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

・たばこを「毎日吸っている」「ときどき吸っている」割合を男性の年齢別にみると、20％

を超えているのは、50 歳代が 29.9％、30 歳代が 25.9％、40 歳代が 23.8％、60 歳代が

23.4％となっています。 

・女性の年齢別にみると、40歳代が 16.9％と 10％を超えています。10％未満ではあるもの

の、60歳代が 8.0％、30歳代が 7.5％、20歳代、50歳代が 5.6％となっています。 

図表 3-62-4 喫煙状況【男性・年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-62-5 喫煙状況【女性・年齢７区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.7

25.9

23.6

29.9

23.4

11.3

8.2

2.9

1.9

1.8

3.0

2.7

0.0

1.4

11.8

13.0

32.7

32.8

45.0

58.1

46.6

70.6

59.3

41.8

34.3

27.0

29.0

37.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

1.6

6.8

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=34

30歳代 n=54

40歳代 n=55

50歳代 n=67

60歳代 n=111

70歳代 n=62

80歳以上 n=73

毎日

吸っている

ときどき

吸っている

以前は吸って

いたが今は

吸わない

以前から

吸わない

無回答

5.6

7.5

16.9

5.6

8.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

1.8

5.6

13.8

15.6

18.0

11.5

4.8

10.7

88.9

78.8

66.2

76.4

78.8

82.3

82.1

0.0

0.0

1.3

0.0

0.9

12.9

5.4

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代 n=54

30歳代 n=80

40歳代 n=77

50歳代 n=89

60歳代 n=113

70歳代 n=62

80歳以上 n=56

毎日

吸っている

ときどき

吸っている

以前は吸って

いたが今は

吸わない

以前から

吸わない

無回答
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問 63 問 62で「毎日吸っている」「ときどき吸っている」と答えた方、たばこの種類は

なんですか。（○はいくつでも） 

・吸っているたばこの種類は、「紙たばこ」が 57.9％、「加熱式たばこ」36.4％となっていま

す。 

図表 3-63 吸っているたばこの種類（複数回答）【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 64 問 62で「毎日吸っている」「ときどき吸っている」と答えた方、あなたはたばこ

をやめたいと思いますか。（○は１つ） 

・たばこを「やめたいと思う」が 14.3％で、「やめたいと思うがやめられないと思う」40.7％

を合わせると 55.0％となっており、約６割が「やめたい」意思を持っています。 

図表 3-64 禁煙の意思【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.3

19.8

40.7

40.1

43.6

35.8

1.4

4.2

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=140

H30年度 n=212

やめたいと思う やめたいと思うが

やめられないと思う※

やめたいと思わない 無回答

57.9 

36.4 

4.3 

1.4 

73.6

27.4

13.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

紙たばこ

加熱式たばこ

電子たばこ

無回答

R5年度 n=140

H30年度 n=212
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問 65 問 64で「やめたいと思う」と答えた方、その理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

・たばこを「やめたいと思う」理由は、「健康に悪いと思ったから」が 90.0％で最も高く、

次いで「たばこ代がかかるから」が 65.0％、「吸える場所が少なくなったから」が 25.0％

となっています。 

図表 3-65 たばこをやめたい理由（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 66 問 64で「やめたいと思うがやめられないと思う」「やめたいと思わない」と答え

た方、やめられない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

・たばこをやめられない理由は、「ストレス解消になるから」が 56.8％、「精神的に安定す

る・落ち着くから」が 56.8％となっています。 

図表 3-66 たばこをやめられない理由（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.8 

56.8 

5.1 

21.2 

4.2 

5.1 

11.9 

59.0

57.1

7.5

28.6

-

3.1

0.6

0% 20% 40% 60%

ストレス解消になるから

精神的に安定する・落ち着くから

周りの人が吸っているから

今まで吸っていて何ともないから

やめ方がわからない

その他

無回答

R5年度 n=118

H30年度 n=161

90.0 

0.0 

10.0 

0.0 

10.0 

0.0 

25.0 

10.0 

65.0 

5.0 

0.0 

66.7

2.4

11.9

0.0

7.1

4.8

31.0

16.7

50.0

4.8

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康に悪いと思ったから

体の具合が悪くなったから

家族の健康を守るため

妊娠や出産をしたから

家族や友人に勧められたから

職場で吸えなくなったから

吸える場所が少なくなったから

他人に迷惑をかけるから

たばこ代がかかるから

その他

無回答

R5年度 n=20

H30年度 n=42
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問 67 たばこが及ぼす悪影響はどのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

・たばこが及ぼす悪影響についての知識は、「がん（肺・胃・肝臓など）」が 75.6％で最も高

く、次いで「吸わない人への健康被害」が 67.8％、「妊娠・出産に関する異常」が 47.7％

となっています。 

図表 3-67-1 たばこが及ぼす悪影響についての知識（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-67-2 たばこが及ぼす悪影響についての知識 

成人 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

肺がん 80.9％ 100％ 75.6％ -5.3ポイ

ント × 

心臓病 33.8％ 50％ 41.6％ +7.8ポイ

ント 〇 

脳卒中 37.8％ 50％ 39.9％ +2.1ポイ

ント △ 

妊娠・出産に

関する異常 
44.0％ 100％ 47.7％ +3.7ポイ

ント △ 

歯周病 25.5％ 50％ 33.5％ +8.0ポイ

ント 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.7 

75.6 

41.6 

39.9 

33.5 

16.1 

47.7 

16.9 

67.8 

1.5 

15.8 

42.5

80.9

33.8

37.8

25.5

12.2

44.0

12.3

65.9

1.6

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）

がん（肺・胃・肝臓など）

心臓病

脳卒中

歯周病

糖尿病

妊娠・出産に関する異常

胃潰瘍

吸わない人への健康被害

その他

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

数
値
目
標 
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・たばこが及ぼす悪影響についての知識を喫煙習慣別にみると、いずれも「がん（肺・胃・

肝臓など）」が約 70～90％程度で最も高くなっています。 

・「妊娠・出産に関する異常」は「喫煙習慣なし」が 54.7％で、「喫煙習慣あり」より 20.4

ポイント高く、「吸わない人への健康被害」は「喫煙習慣なし」が 72.0％で、「喫煙習慣あ

り」より 12.0ポイント高くなっています。 

・一方、「脳卒中」は「喫煙習慣あり」が 48.6％で、「喫煙習慣なし」より 11.2ポイント高

くなっています。 

図表 3-67-3 たばこが及ぼす悪影響についての知識（複数回答）【喫煙習慣別】   単位：％ 

 
ｎ 

(人) 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
） 

が
ん
（
肺
・
胃
・
肝
臓

な
ど
） 

心
臓
病 

脳
卒
中 

歯
周
病 

糖
尿
病 

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る

異
常 

胃
潰
瘍 

吸
わ
な
い
人
へ
の
健

康
被
害 

そ
の
他 

無
回
答 

喫煙習慣あり 140 57.1 88.6 44.3 48.6 36.4 14.3 34.3 15.7 60.0 0.7 2.9 

過去に 

喫煙習慣あり 
239 44.8 79.5 50.2 44.8 36.0 17.6 42.3 19.7 67.8 0.8 11.7 

喫煙習慣なし 601 45.1 73.7 39.1 37.4 33.1 16.5 54.7 16.6 72.0 2.0 17.5 

 

 

≪参考・国 健康日本２１（第二次）≫ 

◇ＣＯＰＤの認知度の向上（「どんな病気かよく知っている」「名前は聞いたことがあ

る」）：2017 年度 25.5％ ⇒ 2022 年度 目標値 80％ 

データソース：ＧＯＬＤ日本委員会調査 
 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇ＣＯＰＤの認知度の向上：2023 年度 目標値 80％ 

 

 

 

問 68 この１ヵ月間に自分以外の人のたばこの煙を吸うことがありましたか。 

（○は１つ） 

・自分以外の人のたばこの煙を吸うことが「ほとんど毎日」あった割合は 7.8％で、「ときど

きあった」30.5％を合わせると 38.3％となっています。 

図表 3-68-1 受動喫煙の機会【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 
 

7.8

12.3

30.5

43.8

53.6

38.1

8.1

5.8

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

ほとんど毎日 ときどきあった まったくなかった 無回答
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Ⅲ．成人（一般市民）調査結果 

 

問 69 問 68 で「ほとんど毎日」「ときどきあった」と答えた方、その場所はどこです

か。（○はいくつでも） 

・自分以外の人のたばこの煙を吸うことがあった場所は、「職場・学校」が 33.9％で最も高

く、次いで「路上」が 29.4％、「飲食店」が 25.3％となっています。 

図表 3-69-1 受動喫煙の場所（複数回答）   図表 3-69-2 受動喫煙の場所（複数回答） 

【全体・経年比較】           【受動喫煙がなかった人も含めて母数とした場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆図表 3-69-3 受動喫煙の機会があった人の割合 

【受動喫煙がなかった人も含めて母数とした場合】 

成人 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（20124） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

職場・学校 19.1％ 0％ 13.0％  -6.1ポイ

ント 〇 

飲食店 20.0％ 15％ 9.7％ -10.3ポイ

ント ◎ 

家庭 11.8％ 減少 9.4％ -2.4ポイ

ント ◎ 

≪参考・国 健康日本２１（第二次）≫ 

◇受動喫煙の機会を有する者の割合の減少 

：行政機関 2016 年度 8.0％ ⇒ 2022 年度 目標値 0％ 

：医療機関 2016 年度 6.2％ ⇒ 2022 年度 目標値 0％ 

：職  場（受動喫煙防止対策を講じている職場の割合）2016 年度 65.4％ 

                ⇒ 2020 年度 受動喫煙の無い職場の実現 

：家  庭 2016 年度 7.7％ ⇒ 2022 年度 目標値 3％ 

：飲 食 店 2016 年度 42.2％ ⇒ 2022 年度 目標値 15％ 

データソース：平成 28年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 

「労働者健康状況調査」（厚生労働省） 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇最近受動喫煙の機会があった人の割合（受動喫煙の機会を有する者の割合） 

：職 場 2015 年度 38.9％ ⇒ 2023 年度 受動喫煙の無い職場の実現 

：飲食店 2015 年度 27.1％ ⇒ 2023 年度 目標値 14.9％ 

：家 庭 2015 年度 31.9％ ⇒ 2023 年度 目標値 17.5％ 

データソース：平成 27年度「県民健康実態調査」（厚生労働省） 

9.4 

13.0 

9.7 

5.5 

11.3 

3.8 

61.7 

11.8

19.1

20.0

11.9

12.9

3.7

45.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家庭

職場・学校

飲食店

娯楽施設

路上

その他

非該当・無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

数
値
目
標 

24.5 

33.9 

25.3 

14.3 

29.4 

9.9 

1.6 

21.0

34.1

35.7

21.1

23.0

6.6

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家庭

職場・学校

飲食店

娯楽施設

路上

その他

無回答

R5年度 n=384

H30年度 n=757
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問 70 あなたはお酒を飲みますか。（○は１つ） 

・お酒を飲む頻度は、「ほぼ毎日飲む」が 16.0％、「週に３～５日程度飲む」が 7.9％、「週

に１～２日程度飲む」が 14.3％で、合わせると 38.2％となっています。 

図表 3-70-1 飲酒頻度【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-70-2 飲酒頻度【性別】 

 

 

◆図表 3-70-3 週３日以上飲む人の割合 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（2023） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人男性 41.4％ 30％ 36.2％ -5.2ポイ

ント 〇 

成人女性 14.2％ 10％ 13.7％ -0.5ポイ

ント △ 
 
 

問 71 問 70 で｢ほぼ毎日飲む｣｢週に３～５日程度飲む｣｢週に１～２日程度飲む｣と答え

た方、あなたがお酒を飲む日の１日の量を下の基準に照らしてみると、平均して

おおよそどのくらいですか。（○は１つ） 

図表 3-71-1 お酒の量の基準 

「１合」の基準となるお酒の量 
目安となるおおよそのサイズ 

お酒の種類 アルコール度 量 

・チューハイ ５度 約 500ml 長い缶チューハイ １本程度 

・ビール ５度 約 500ml 長い缶ビール １本程度 

・ワイン 14度 約 180ml ワインボトル １本の４分の１程度 

・日本酒 15度 １合 １合瓶（15cm位の高さの小瓶）１本 

・焼酎 25度 約 0.6合 小さめのジョッキに４分の１程度 

・ウイスキー 43度 約 60ml ウイスキーグラスでダブルを１杯程度 

 

24.6

9.0

11.6

4.7

14.7

13.9

46.7

69.1

2.4

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=456

女性 n=531

ほぼ毎日

飲む

週に３～５日

程度飲む

週に１～２日

程度飲む

ほとんど

飲まない

無回答

16.0

18.0

7.9

8.2

14.3

12.8

59.0

58.5

2.9

2.5

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349

ほぼ毎日

飲む

週に３～５日

程度飲む

週に１～２日

程度飲む

ほとんど

飲まない

無回答

数
値
目
標 

36.2％ 

13.7％ 
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・１日にお酒を飲む量は、「おおよそ１合未満」が 45.5％、「おおよそ１～２合未満」が 34.3％、

「おおよそ２～３合未満」が 14.7％となっています。 

図表 3-71-2 飲酒量【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-71-3 飲酒量【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-71-4 飲酒量【飲まない人も含めて母数とした場合・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-71-5 １日３合以上飲む人の割合 

【飲まない人も含めて母数とした場合・性別】 

 
ベース値 
平成 30年 
（2018） 

目標値 
令和６年 
（2024） 

現状値 
令和５年 
（202３） 

現状値 
－ 

ベース値 
達成度 

成人男性 5.0％ 4.0％ 2.9％ -2.1ポイ

ント ◎ 

成人女性 0.8％ 減少 0.4％ -0.4ポイ

ント ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

45.5

39.2

34.3

33.7

14.7

18.8

3.9

6.8

1.6

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=382

H30年度 n=526

おおよそ

１合未満

おおよそ

１～２合未満

おおよそ

２～３合未満

おおよそ

３合以上

無回答

37.1

57.8

38.4

28.6

17.7

10.2

5.6

1.4

1.3

2.0

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=232

女性 n=147

おおよそ

１合未満

おおよそ

１～２合未満

おおよそ

２～３合未満

おおよそ

３合以上

無回答

数
値
目
標 

18.9

16.0

19.5

7.9

9.0

2.8

2.9

0.4

49.8

72.9

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=456

女性 n=531

おおよそ

１合未満

おおよそ

１～２合未満

おおよそ

２～３合未満

おおよそ

３合以上

非該当・

無回答
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参考・国 健康日本２１（第三次）≫ 

◇生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者（１日当たりの純アルコール摂取

量が男性 40ｇ以上、女性 20ｇ以上の者）の割合の減少 

：男性 2019 年度 14.9％  ⇒ 2032 年度 目標値 10％ 

 女性 2019 年度 9.1％  

データソース：令和元年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 
 

≪参考・県 第３次健康いばらき２１プラン≫ 

◇生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者（１日当たりの純アルコール摂取

量が男性 40ｇ以上、女性 20ｇ以上の者）の割合 

：男性 2016 年度 22.0％ ⇒ 2023 年度 目標値 20.3％ 

 女性 2016 年度 8.0％ ⇒ 2023 年度 目標値 7.4％ 

データソース：平成 28年「国民健康・栄養調査」（厚生労働省） 
 

 

問 72 厚生労働省は、「節度ある適度な飲酒」として、１日平均純アルコールで約 20g

程度（日本酒約 180ml＝1合）と示していますが、知っていますか。（○は１つ） 

・「節度ある適度な飲酒」の程度について「知らない」が 61.5％となっています。 

・飲酒量別にみると、飲酒量が多いほど「知っている」が多くなっています。 

図表 3-72-1 「節度ある適度な飲酒」について【全体】 

 

 

 

 

 

 

図表 3-72-2 「節度ある適度な飲酒」について【飲酒量別】 

 
 

 

 

 

 

 

34.5%

46.6%

48.2%

73.3%

63.8%

52.7%

51.8%

26.7%

1.7%

0.8%

0.0%

0.0%

おおよそ１合未満

おおよそ１～２合未満

おおよそ２～３合未満

おおよそ３合以上

知っている 知らない 無回答

30.1 61.5 8.4

0% 25% 50% 75% 100%

R5年度 n=1,002

知っている 知らない 無回答
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９．市の取組について 

問 73 食育に関して、今後、市に期待する施策は何ですか。（○は３つまで） 

・食育に関して市に期待する施策は、「直売所など地元産農産物を購入できる場所を整備す

る」が 44.2％で最も高く、次いで「学校給食で地場産物の利用を促進する」が 41.1％、

「食品廃棄の減量や食品リサイクルに関する活動に取り組む」が 28.1％となっています。 

図表 3-73 食育に関して市に期待する施策（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.1 

41.1 

44.2 

9.3 

20.1 

28.1 

22.9 

2.4 

17.7 

4.4 

18.3

31.5

38.9

9.2

16.4

24.5

22.4

2.7

21.1

6.4

0% 20% 40% 60%

食と健康に関する市民講座や教室を開催する

学校給食で地場産物の利用を促進する

直売所など地元産農産物を購入できる場所を

整備する

市民参加型の体験農園などを増やす

学校などでの作物栽培・料理の機会を増やす

食品廃棄の減量や食品リサイクルに関する

活動に取り組む

郷土料理、伝統料理などの優れた食文化の

伝承に取り組む

その他

特にない

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349
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問 74 健康に関して、今後、市に期待する施策は何ですか。（○は３つまで） 

・健康に関して市に期待する施策は、「健診や各種検診の開催場所や時期を広げる」が 44.2％

で最も高く、次いで、「運動のできる施設を増やしたり、施設の利用時間を拡大してほし

い」が 37.1％で「市からのお知らせ方法や手段を増やす」が 30.4％となっています。 

図表 3-74 健康に関して市に期待する施策（複数回答）【全体・経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.2 

30.4 

18.8 

10.1 

19.6 

20.3 

37.1 

3.6 

14.3 

5.0 

36.5

21.7

14.4

9.6

23.2

16.6

37.8

3.8

16.5

8.5

0% 20% 40% 60%

健診や各種検診の開催場所や時期を広げる

市からのお知らせの方法や手段を増やす

「かかりつけ」を受け持ってくれる医者や

薬局、歯科医の紹介

健康に関する講演会やイベントの増加

継続して参加できる運動や講座の実施や紹介

施設等への交通手段を増やしてほしい

運動のできる施設を増やしたり、

施設の利用時間を拡大してほしい

その他

特にない

無回答

R5年度 n=1,002

H30年度 n=1,349
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10．市の健康づくり施策等についての意見・要望 

・市の健康づくり施策等についての意見・要望は、「運動する場について」が 27 件、「イベ

ントの開催、日程、場所等について」が 21件「情報不足、ＰＲの必要性について」が 19

件「健診・検診について（手続き、日程等）」が 19件、などとなっています。 

図表 3-75 市の健康づくり施策等について（主な項目別）    単位：件 

主な内容 件数 

運動する場について 27 

イベントの開催、日程、場所等について 21 

情報不足、ＰＲの必要性について 19 

健診・検診について（手続き、日程等） 19 

健康づくり、健康教育等について 18 

まちづくり、道路整備等について 17 

食育について（子どもについても含む） 17 

アンケートについて 12 

医療について 12 

名産品・家庭料理について 9 

公園・遊び場等について 3 

たばこについて 2 

その他 27 

感謝の気持ち 12  
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